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孤高の王は森の娘を一途に愛します。







［著］木野美森

［イラスト］nira.
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　ようやく雨の上がった空を見てタリサはほっとした。

　秋の長雨とはよく言ったもので、もう三日も降り籠められていたのだ。おかげでスープに具のない日々が続いてうんざりしていた。

　雨が上がれば、森できのこや木の実が採れる。

　タリサは貴族の娘として生まれたが、十八歳のいま、スープの具にも事欠く生活を送っていた。

　それは、二年前に亡くなった父が事業に失敗したからだ。

　しかも、父はそれが元で心労の末亡くなってしまった、タリサを遺して。そのため、すでに幼い頃母も亡くしていたタリサはひとりぼっちになった。

　生前の父は若い頃から放蕩三昧で、とっくの昔に親類からも見放されていて、誰も遺されたタリサに手を差し伸べてはくれなかった。

　屋敷や家財を売り払ってなんとか借金を返済し、余ったほんのわずかなお金と、売れ残った狩りのための小さな別荘、とは名ばかりの小屋で細々と暮らしている。

　貴族としては、ありえない暮らしだったが、それでも日々生きていかなくてはならない。

　物思いを頭から追い出し、家を出たタリサは、しばらく歩いたところで森への小道へ続く丸木橋を渡ろうとした足を止めた。

　その先に馬に乗った人影が見える。

　あれはデレクだ。

　近くの広大な農場を持つ富農のドラ息子で、できれば顔を合わせたくない相手だった。だが、このまま踵を返しても馬に乗っているデレクは追ってくるだろう。

　案の定デレクは馬を操り近づいてきた。

「よお、タリサ」

　馬上からにやにやと薄笑いを浮かべて話しかけてくるデレクに、タリサはいつもいらいらする。

　デレクは一応貴族であるタリサに礼を示そうともしない。

「……ごきげんよう」

　ぼそりとつぶやき、これで最低限の礼儀は尽くしたと足早に立ち去ろうとした。

「おいおい、待てよ」

　馬から降りてきたデレクが、通り過ぎようとしたタリサの腕を掴む。

「つれねぇなぁ。もっと愛想よくしといた方がいいぜ？」

　タリサは無言でデレクを睨みつけた。

「俺にそんな冷たい態度をとってどうするんだよ？　おまえみたいな落ちぶれた貴族の娘が気位だけ高くても滑稽なだけだろう？」

　失礼極まりない物言いに、思わずぴくりと肩が震えてしまった。してやったりとばかりにデレクが口の端をにやりと上げる。

「なあ、俺の愛人になれば、もっといいドレスを着せてやるぜ？」

　その言葉に我慢できなくなってタリサは叫んだ。

「気安く触らないで！」

　怒りにまかせデレクの腕を振り払おうとするが、それどころか反対に引き寄せられてしまった。間近にデレクの顔が迫りタリサは悲鳴を上げそうになった。

「おいおい、そんな強がっても、そろそろひとりで暮らしていくのも限界じゃないのか？　なんの後ろ盾もないおまえは、結婚なんて夢のまた夢だ。だったら、おまえにできるのは誰かの愛人になることくらいだろう？」

　タリサは我慢できずに叫んだ。

「失礼なことを言わないで！　わたしは誰の愛人にもならないわよ！」

　タリサは手を振り上げ、デレクの頬をひっぱたこうとしたその時、声が聞こえた。

「タリサさまから手を離せ！」

　はっとしてデレクが振り返る。

　少し離れた所に弓を構えていたのは、この近くの牧場主の三男坊クルトだった。

「なんだと、このガキ！　誰に向かって言ってんだ！」

　まだ幼いのにクルトはデレクの罵声にも怯まない。

「誰に向かって？　デレクこそ、このことをおじいさんに知られていいのか？」

　デレクの祖父はとても厳しい人で、常日頃から素行の悪い孫を苦々しく思っている。しかも、近所に住む利発なクルトのことを気に入っていてとてもかわいがっているのだ。クルトの言うとおり、このことがデレクの祖父に伝われば、厳しい叱責が待っていることだろう。

「もう一回言うぞ。タリサさまから手を離せ！　さもないとこの弓の最初の獲物はおまえだからな！」

　クルトが勇ましく弓を引き絞る。子どもが射った矢でも当たればただでは済まない。しかも、弓を持った相手に間合いを詰めるわけにもいかず、デレクはただ歯がみするしかなかった。

「くそっ！」

　ついにデレクは突き飛ばすようにタリサの腕を放したかと思うと、荒々しく馬に飛び乗り行ってしまった。

「タリサさま、大丈夫かい？」

　クルトが駆け寄ってきてタリサの顔をのぞき込んだ。

「ええ、ありがとう……クルト」

　タリサはなんとか笑みを浮かべた。

　幼いクルトにみっともないところを見せるわけにはいかない。

「父ちゃん言ってたよ。いまは牛のお産が続いてるから家から離れられないけど、落ち着いたらタリサさまの狩り小屋を修理しないとって。だから、それまで戸締まりには気をつけてって」

　クルトはまだ子どもだから意味がよくわかっていないが、彼の父親はいつかデレクが無理矢理狩り小屋に踏み込んでくることを警戒してくれているのだ。

　そんなことになったら、タリサはデレクにいいようにされてしまうだろう。

　考えただけでぞっとしてタリサは肩を震わせた。

「そうね、気をつけるわ。それより、その弓……」

　クルトが手にしているのは短弓だった。しなやかなトネリコの木で作られていて持ち手には鹿革が巻いてある。

「へへ、これ昨日街から帰ってきた兄さんのお土産なんだ」

　クルトの無邪気な笑顔を見て、タリサはやっとデレクのせいでささくれた心が落ち着いてくるのを感じた。

「よかったじゃない。前から欲しいって話していたものね」

　王都に牧場で採れた畜産物を運ぶのは、クルトの兄の仕事だった。彼は王都へ行くたび、いつもかわいがっている弟に土産を買ってきてやっている。

「そうなんだ。これで鴫を狩れたらタリサさまにあげるよ」

　クルトが弓を構え弦を弾いた。

　鴫は、小さな鳥で大変動きが素早く弓で仕留めれば狩人として一人前と言われている。そんな日が来るのはまだずいぶん先のことだろうが、クルトの気持ちがうれしかった。

「楽しみにしているわね」

　お互いの目的地の近くまで一緒に歩きながらクルトが話しはじめた。

「そういえばデレクのとこの農場は今日やたら人が駆り出されててさ、なにかと思ったら貴族の若さまたちが狩りにきてんだって。だからあいつもいろいろと用を言いつけられて忙しいはずだよ。もう今日はつきまとってる暇はないと思うけど、気をつけて」

　クルトは足を止め、このまま進んでタリサよりも森の奥へ行くと言う。

「ありがとう。クルトも弓で誤って怪我をしないように気をつけて」

　わかった！　と元気よく返事をしてクルトは森の奥へ走って行ってしまった。

　その後ろ姿を見送ってからタリサもまた小道を歩きはじめた。そうしてしばらくするといつもきのこを採っている秘密の場所に着く。

　ミズナラの木に囲まれた窪地で、大きな倒木がある場所だ。その枯れた木の幹に毎年たくさんきのこが生える。

　窪地には、落ち葉が吹き溜まり、歩くとふかふかしていて、タリサはいつも雲の上のようだと思っていた。

　見ると、期待どおり倒木からきのこがたくさん顔を出していて、タリサはさっそく手を伸ばそうとした。これで今夜はたっぷりきのこを煮込んだシチューが食べられる、そう思った時、

「娘、こんなところでなにをしている？」

　突然かけられた声に、タリサは驚いて飛び上がった。

　振り返ると、いつの間にかすぐそばにひとりの青年が立っている。まったく気配を感じなかった。それもそのはず、青年は黒ずくめの姿で、足首まであるマントには豪華な毛皮の縁取りに、上等な狩り用のブーツを履いていて、足音がしないはずだ。

　しかも、全身から発する雰囲気は堂々としていて、明らかに高貴な身分の青年だった。クルトの言っていたこの近くの狩り場に訪れている貴族の青年かもしれない。いつもは話に聞くだけで実際このように彼らの姿を見ることはなかったが……。

「こんな森の寂しい場所で娘がひとりなにをしていると聞いているのだが？」

　タリサは我に返って青年を見た。

「あ、あの……」

　貴族の娘でありながら、森できのこを採っているとは言いにくい。タリサが貴族の娘だなんて、目の前の青年は知りようもないのに。

　つい俯いてしまい、どう答えようか迷っていると、近くの枝が急にガサガサと大きな音を立てた。

　なにかと思って見ると、一匹のリスがあわてた様子でミズナラの木の幹を駆け上っていった。大きなリスで、枝から葉っぱとドングリがパラパラと落ちてきた。

「リスか……」

　青年がつぶやき、タリサはリスがやってきたらしい方を見る。

　なにかに追われて逃げているようだったからだ。

　すると、木立の間からクルトが弓矢を構えているのが見えた。

「え！」

　リスは、彼に追われていたのだ。

　クルトは逃げたリスに狙いを定めていて、その視線の下、窪地に立っているタリサと青年には気づいていないらしい。

　人がいる。

　いま矢を射ってはいけない。

　知らせる前にクルトが声を上げた。

「あっ！」

　弦を引き絞り過ぎて狙いが外れたのだ。

「あぶない！」

　咄嗟にタリサは青年に飛びついた。

　その途端、肩に焼けるような激痛が走った。

「っ！」

　立っていられなくなって倒れそうになったタリサの身体を青年が支えてくれる。

「そなた……」

　青年は驚愕の表情でタリサを見つめていた。

　背中が痛いというより、熱い。

　タリサは苦痛に顔を歪めなんとか自分で立とうとしたが、少しでも動くと息が止まりそうになる。

　そこにあわててクルトが駆け寄ってきた。

「タ、タリサさまっ！」

　クルトは弓を手にしたまま、矢を受けたタリサを見て立ちすくんでしまった。

　タリサの身体を支えていた青年が低い声で言う。

「……この私を国王と知っての上での狼藉か？」

　タリサは痛みも忘れて驚きに目を見張った。

　この青年が、国王!?

　かなり高貴な身分の青年だとは思ったが、まさか国王とは……。

　確か、名前はディートフリート王だったはず。

　タリサにとっては、その名を耳にしたり、口にしたりする機会も滅多にない遠い存在だ。

　そのディートフリート国王が、タリサを片腕で支えたまま腰に佩はいた剣をすらりと抜き、クルトに突きつけた。

　クルトは、真っ青になってこの状況に震え上がっている。

「お、お待ちください……っ」

　タリサは痛みをこらえ必死で国王にとりすがった。

「国王陛下、あの子はこの近くの牧場の子で、先程のリスを狙っていただけ……あなたさまを故意に狙うなどするわけがない……本当に、ただの無邪気な子どもです」

　これは、事故です、とタリサは強く訴えた。

　貴族に平民が危害を加えたなら、死という厳罰がその場で下されても不思議はない。それが国王ともなればなおのこと。

　この場合は、タリサが庇ったおかげで未遂ということになるが、だからといって見逃されるものではない。

「どうか、わたしのこの傷に免じて……寛大な……お情けを……」

　痛みで気が遠くなる。

　子どもが放った矢とはいえ、鏃は鋭く、深々とタリサの肩を貫いている。

　しかも、ここ数日ろくなものを食べていなかったタリサの体力は十分とは言えなかった。

「う……」

　背中が冷たくなってきた。

　きっと血が流れて服の背を濡らしているのだ。

　急激に寒さを感じて恐怖が迫ってきた。

　このまま死んでしまうのかもしれない……そう思っても、抗う力が湧いてこなかった。

　タリサは、もうずっと疲れていたのだ。

「お願い……いたします……」

　そこでタリサの意識は途切れた。




　――苦しい。

　吹雪荒れ狂う雪原をさまよっていたかと思うと、熱砂の砂漠で膝をついて歩けなくなる。

　タリサは死出の旅路がこんなにつらいものだとは思わなかった。

　この過酷な道のりを、あの父が歩いて行けたのだろうか？

　先に死の国へと旅立った父のことをタリサは思った。

　父は、つらいこと苦しいことから逃げてばかりだった。

　そんな父のようにはなるまいと、ずっとひとり歯を食いしばって生きてきたのだ。

　――立ち上がらなくては。

　そう思うと、ふいに身体が軽くなり、タリサはうっすらと目を開けた。

　薄暗く、ぼやけた視界に誰かが映る。

　――お父さま？

　返事はない。

　それでも手を伸ばすと凍ったように冷たい指先がふわりとやさしく包まれる。

　――あたたかい。

　頬に熱い涙がこぼれた。

　そのまま、またタリサの意識は薄れていった。

　ぼんやりと、父はあんなに背が高くなかったと思いながら。




　気づくとタリサは見知らぬ部屋にいた。

　しかも、立派な天蓋付きの寝台に寝かされていて、いくつも重ねられたふかふかの大きな枕に身体をあずけている。

　どうしてこんなところにいるのか、記憶はまったくない。

　憶えているのは、国王を庇ってクルトの放った矢を肩に受けたところまでだ。

　あれから、どうなったのか……。

　どれくらい時間が経ったかわからないが、いまは夜のようだ。寝台の傍の天井まである窓から夜空と細い月が見える。

　そして、ここは……。

　部屋には大きな寝台と、テーブル。その向こうの扉を隠すように衝立が置いてある。どれも凝った意匠でおそろしく高価な品だと見ただけでわかった。

　こんな豪華な部屋でタリサを休ませてくれる知り合いはいない。クルトがタリサを連れ帰って介抱してくれたとしても、彼の家は素朴な造りをしている。

「どういうことなの……」

　よくわからないままここで身体を休めていることはできないが、部屋にはタリサ以外、誰もいないし、勝手に出ていっていいのかもよくわからない。

　そうしていると、寝台の横にあるテーブルにスイセンの花の形をしたかわいらしいベルが置いてあることに気づいた。

　もしかして、目が覚めたらこれを鳴らすことになっているのかも、とタリサはベルを取ろうとした。

「痛……っ」

　手を伸ばそうとして、右肩が激しく痛んだ。

　ベルがテーブルの上で倒れ、チリンと小さな音を立てる。

「そうだった……い、痛」

　タリサは痛みに身体を屈めなんとかやり過ごそうとした。

　肩には分厚く包帯が巻かれていて、しっかり手当されているようだ。

　でも、一体、誰が……？

「あ！　お気づきですか！　よかった！」

　扉が開く音がして、ひとりの少女が現れた。黒いワンピースのお仕着せに白いエプロンと、きっちりまとめた髪がかわいらしく、真面目そうに見える。

「お加減はどうですか？　わたし、ネリーと申します、タリサさま」

「ネリー？　どうして、わたしの名を？」

　もちろん存じております、と言うだけでネリーは質問に答えてくれなかった。

「あの、ここは、どこなのでしょうか？」

　倒れたスイセンのベルをそっと元に戻していたネリーが振り返る。

「ここは国王陛下のおわす王城ですよ」

　タリサは息をのんだ。

　まさか、と思っていたが……。

「もしかして……ここに運んでくれたのは……」

　タリサはおそるおそる尋ねた。

「はい、国王陛下です。タリサさまは、陛下の命の恩人だと私たち侍女はきいておりますよ」

「命の恩人だなんて、そんな大げさな……」

　確かに結果として国王を矢から守ったことになるが、あの時はなによりクルトを守るためだった。

「いいえ、陛下から丁重にもてなし看護せよ、と仰せつかっております」

　あの恐ろしそうな国王がそんなことを言うとはとても信じられない。

　なにより、ここが王城だとわかれば長居するわけにいかなかった。

「いろいろとありがとうございました。でも、もう大丈夫ですから、家に帰ります」

　そう言うと、ネリーが目を丸くした。

「と、とんでもない！　まだ熱も下がっていませんでしょう？」

「熱？」

　タリサは額に手をやろうとしてまた呻いた。

「痛……」

　つい怪我をしていることを忘れ、利き手である右手を使おうとしてしまう。

「大丈夫ですか、タリサさま」

　ネリーが心配そうに駆け寄ってきた。

「だ、大丈夫です。あと、タリサさまはやめてもらえますか」

「そんなわけにはまいりません」

　にっこりと却下されてしまった。

　そして、やさしく寝台に横になるように身体を押され、タリサはまた枕に背中をあずけた。横になるとほっとする。それに、目が覚めた時は気づかなかったが、やはり身体が熱くてだるい。ネリーの言うとおり熱があるのだ。

「まだ無理をしてはいけませんよ、タリサさま。しっかりと手当はしましたが、当分安静にしているようにとお医者さまから申しつけられていますし、身体もお辛いでしょう？」

　失礼しますね、とネリーがそっとタリサの額に手を置いた。

「……ほら、やっぱりまだお熱が下がっていませんよ」

　ネリーはかいがいしく上掛けをタリサの首元まで引き上げる。

「寝台から出るのは、お医者さまの許可が出てからでないと、ダメですからね」

　そう言って、すぐ戻る、とネリーが部屋を出ていった。

　そして、本当にすぐ戻ってきた。

「これをお飲みになってまたお休みください」

　手にしている盆の上に湯気を立てた銅製のカップが載っている。

「あ、右手で持ってはいけませんよ」

　渡されたカップを言われた通り左手で持ってタリサはその飲み物に口をつけた。丁度いい温かさのハーブティーで、はちみつを加えてあるからだろう、ほんのり甘い。

「……おいしい」

　ふいに涙が出そうになった。

　誰かが煎れてくれたお茶なんて久しぶりだったからだ。

　父が亡くなってひとりになってからずっと自分のことは自分でやってきた。そのことに不満があったわけではないし、特に苦だとも思っていなかった、けれど……。

　飲み終わったカップを渡すと、受け取ったネリーが微笑んだ。

「さあ、なにも気にせず今夜はお休みください」

　そういうわけにはいかない、と思っていても、清潔でふかふかの寝具は心地よく、なにより起き上がる元気がなかった。

「ありがとう……ございます」

　甘えるのはこの一晩だけ。

　明日になったらちゃんと暇を告げよう。

　そう思ってタリサは再び目を閉じた。




　朝になると、またネリーにかいがいしく世話を焼かれてしまい、タリサはなかなか家へ帰ると言い出せずにいた。

　まだ熱がある、と寝台から起き上がることは許してもらえないし、どんな些細なことでもネリーが代わりにやってくれる。

「まだ熱があってお辛いと思いますけど、少しでも召し上がってくださいね」

　ネリーが運んできてくれたのは、パンをミルクで煮た粥と、搾りたての果汁だった。寝台用の小さな台の上に朝食の盆が載せられる。

「ありがとうございます……」

　申し訳ないとは思いつつ、せっかく用意してくれたのだから、とタリサはスプーンを手に取ろうとした。

「お待ちください、無理なさらずとも私にお任せを」

「え？」

　そう言ってネリーがスプーンを取ってパン粥を掬う。

「はい、あーん」

　口元に粥を運ばれてタリサはとまどった。

「え、ちょ、ちょっと、子どもじゃないんですから……」

「お怪我をされているのですから、なにも恥ずかしいことはございませんよ」

「大丈夫です、自分でできます」

　そうやってふたりで揉めているとふいに扉を叩く音がした。

「あれ？」

　誰でしょう、と何気ない様子で扉に向かったネリーが声を上げる。

「へ、陛下……！」

「え？」

　タリサも驚いた。

　国王がわざわざ訪ねてくるなんて思ってもいなかったからだ。

　心の準備が整わないままうろたえていると、衝立の陰から国王ディートフリートが現れた。

「気づいたそうだな。どうだ、傷の具合は」

　あの日と同じように、威圧的な姿に思わず息をのんでしまう。タリサが呆然としているとディートフリートが眉間に皺を寄せた。

「どうした？」

「は、はい」

　タリサは我に返り、あわてて寝台から降りようとして国王に止められる。

「なにをするつもりだ。怪我人なのだぞ？」

「ですが、陛下の御前で……」

　寝台に横になっているなんてできない。

「気にするな。楽にしろ」

　言われたとおりにしていいものか、助けを求めるようにネリーを見たが、彼女は腰を低くしてそそくさと部屋を出ていってしまった。

　つまり、部屋に国王とふたりきり、ということだ。

　タリサは緊張に手が震えていることに気がついた。彼は、非情にも幼いクルトに剣を向けた王だ。しかも、思い出したのだが、十年前、この国で大きな内乱が起きた時、多くの反乱貴族を厳しく処罰したと聞いたことがあった。

　その話を踏まえると、国王の冴えた美貌が、ますます冷徹そうに見えてしまう。

　長い髪色と同じ、漆黒の瞳が冷たくタリサを見下ろしている。

　黙って見つめられていることに耐えられず、自ら口を開いた。

「あの……陛下には、この度はお助けいただきまして……」

　もう大丈夫ですので家に帰ります、と言う前にディートフリートに遮られる。

「何を申す。助けられたのは私の方だろう？」

「え……」

　タリサはとまどった。

　それは、結果的にそうなっただけで……とは、とても言えずに言葉を飲み込む。

　気まずい思いに黙り込んでいるタリサを横目に、ディートフリートは椅子を持ってきて寝台の横に腰を落ち着けてしまった。

「それに、そなたが気を失ってからあの子どもにいくつか尋ねたことがある。そなたの名や身の上など、な」

　どきりとした。

　それでネリーははじめからタリサの名を知っていたのだ。

　貴族の娘でありながら、困窮した生活を送っていることを知られるのは、正直情けなかった。

「きけば頼る者のない身だというではないか。この怪我で家にひとり帰ってもどうしようもできぬであろう。ここは遠慮なく甘えて傷を癒やすといい」

　タリサはくちびるを噛みしめた。

「そ、そういうわけには……この待遇は身に余りますし……」

　看護してくれるのは正直ありがたい。

　タリサは家で寝ているだけでは満足に食べていけないのだから。

　それでも、こんな豪華な部屋で至れり尽くせり世話をされるわけにはいかない気がする。

「何を申す。そなたは、この私の命の恩人。まだ足りないくらいだ」

「もったいないお言葉……です」

　タリサは困惑した。

　これまでの印象と、いまの国王の様子に微妙な違いを感じるからだ。

「そういえば、食事中だったのだな。私にかまわず食事をとるといい」

「え？」

　タリサは耳を疑った。

　ディートフリートは椅子に座ったままで、席を立つ気はないようだ。

　まさか彼に見られながら食事をしろというのだろうか？

　そのまさからしく、うながされるように見つめられ、タリサはおずおずとスプーンを手に取った。

「あ……っ」

　なにも考えずに右手を使って、大きな音を立ててスプーンを取り落としてしまい、タリサはうろたえた。

「も、申し訳……」

　恥ずかしさのあまり、頬が熱くなる。

　これでは礼儀作法など身についていないと思われてしまう。

「ああ、利き手が使えないのか」

「大丈夫です。ついこちらの手を使ってしまっただけで、左手でも食べられますから」

　タリサはあたふたと左手でスプーンを取ろうとしたが、緊張と慣れないものでまた取り落としてしまう。

「あ、あの、大丈夫ですから」

　落ち着かなくては、と思うものの、まったく上手くいかなくて泣きたくなってしまう。そんなタリサを見てか、ディートフリートがおだやかな声で言った。

「無理をすることはない」

　何を思ったのか、立ち上がったディートフリートがパン粥の器とスプーンを取り上げ、寝台に腰掛けた。

「さあ、食べさせてやろう」

「へ、陛下が手ずから……!?」

「他に誰がいる？」

　ネリーが戻ってくれれば……！

　タリサは祈ったが、彼女は戻ってこない。

　そうしている間にディートフリートがパン粥を掬い、タリサの口元に運んできた。

「ほら」

「……っ」

　追い詰められたような気分でついにタリサは口を開けた。

「はふ……っ」

　柔らかく煮込まれたパンが、口の中でとろける。

「ん……っ」

　なんとか口に入れたものの、目眩がしそうなくらい恥ずかしくてとても喉を通らない。

　タリサが目を白黒させていると、気づいたディートフリートに顔を間近でのぞき込まれる。

「熱くはなさそうだと思ったが、大丈夫か？」

「だ、だ……だい……」

　大丈夫と言いたいところだが、実際のところいろいろと大丈夫ではない。

「これを飲むといい」

　果汁のグラスを手にしてタリサに飲ませようとするディートフリートに思わず言葉を返していた。

「こ、これは、利き手に関係なく飲めますから……っ」

　そう言われてディートフリートがグラスを見た。

「……そうだな」

　なんだか残念そうに言ってディートフリートはグラスをタリサに渡してくれた。

　パン粥と果汁を一口ずつ口にしただけで、タリサはもうぐったりしそうだった。

「もしかして食欲がないのか？」

「そ、そういうわけでは……」

　タリサはどんな時でも食欲がなくなったことはない。

　国王に見つめられながら平然と食事ができるほどたくましくないだけだ。

　なんとかひと息つくと、ディートフリートの心配そうな眼差しに、ふと気づいた。

　残虐だという噂の王も、こうしているとそれほど恐ろしいとは思えない。

　だが、あんなに幼いクルトに殺気をあらわにしたことは忘れてはいけないと、タリサは自分に言い聞かせた。

「よく養生することだ……また来る」

　そう言ってディートフリートは唐突に出ていってしまった。

　拍子抜けしていると入れ替わりにあわてた様子でネリーが戻ってきた。

「申し訳ありません、お食事の途中で。でも、国王陛下がおいでになるとは思っていなくて」

　やはり城に仕える侍女でも国王ディートフリートには緊張をおぼえるものなのか、と遠回しにそう尋ねるとネリーが言った。

「それはもちろん、私のようなただの侍女が親しみを感じてよい方ではありませんから」

　為政者とは畏怖され、近寄りがたい存在で当然なのかもしれない。

　それなのに、タリサに対するディートフリートの接し方は、なんだか違和感があった。

「さあ、お食事を続けてくださいませ、タリサさま」

　ネリーの声にタリサははっと我に返った。

　そうだ、いまは余計なことは考えず、少しでも多く栄養をとってはやく傷を治さなくてはいけない。

　国王がどんな人物であろうとも、タリサには関係がないのだから。




　タリサの熱は上がったり下がったりを繰り返し、ようやく落ち着いた時には三日も経っていた。

　熱が下がるまでにこんなにも時間がかかるとは思わなかった。

　クルトはどうしているだろう。

　戻ってこないタリサを心配しているかもしれない。あれは事故だったが、自分のせいだと思っていないだろうか。それが心配だった。

　寝台の上でぼんやりしていると、ネリーが籠にりんごを盛って現れた。

「まあ、立派なりんごね」

　大きくて形のよいりんごは、真っ赤に色づいていて艶々と輝いている。

「陛下からの贈り物ですよ」

　ネリーの言葉にタリサは驚いた。

「陛下から？」

　はい、と手渡されてタリサはりんごをひとつ受け取った。

　甘い香りがふわりと鼻孔をくすぐる。

「とってもいい香りですよね。さっそく召し上がってみたらいかがです？」

　もうきれいに洗ってあります、と言われ、タリサは手にしているりんごを眺めた。

「なんだかもったいないわ」

　思わず呟くと、ネリーが本当ですね、と微笑む。

　タリサはそっとりんごを一口囓ってみた。

　甘酸っぱい果汁が口の中に広がり、実はほどよい歯ごたえがある。

「美味しい……」

　こんなに美味しいりんごをタリサは食べたことがなかった。

「ネリーも食べたらいいわ」

　軽い気持ちでタリサが言うと、とんでもない！　とネリーは恐縮した。

「私なんかが陛下からの贈り物をいただくわけにはいきませんから」

「そういうものなの？」

　一緒に食べた方がもっと美味しくなると思ったが、真面目なネリーにこれ以上無理に勧めても困らせるだけだろう。少し寂しく思いながらタリサはひとりでりんごを食べた。

　あの国王が籠に入れたりんごを持ってタリサに届けるようにとネリーに渡したのかと思うと、なんだかおかしかった。

　だが、すぐにディートフリートは申しつけただけで、他の誰かが用意をしたのだろう、と思い直す。

　わざわざ国王がタリサのためにりんごなんて用意するはずがない。

「あの、ネリー？　陛下にお礼を申し上げてくれるかしら？　とても美味しかったと」

　振り返ったネリーが不思議そうな顔をした。

「私などからはとても直接陛下に申し上げられませんから、侍女頭の方にお願いしておきますね。でも、ご自分でお伝えになったらよろしいのではありませんか？」

　タリサが黙ったままでいると、ネリーがあわてて言った。

「申し訳ありません、差し出がましいことを」

　しゅんとするネリーに今度はタリサがあわてた。

「い、いいの。そうじゃなくて、もちろん、直接わたしが申し上げるのが礼儀だとは思っているわ。でも、もう陛下にお目にかかることもないでしょう？」

　ディートフリートは、また来る、と言っていたが、実際にそんな機会はないとタリサは思っていた。恩人だとは言っても、国王自ら何度も見舞いに足を運ぶ価値などタリサにはない。この城で怪我の療養をさせてもらえるだけで十分だった。

　だが、ネリーは言った。

「そんなことはないと思いますけど……」

「また陛下がお見舞いにきてくださったら光栄だわ。でも、一度だけでももったいないことだもの。あとは、この怪我が治って家に戻る時に、お礼を申し上げることができればいいわ」

　ネリーはしばらくタリサの話し相手になってくれたが、他にも仕事があるらしく、そちらへ行ってしまった。

　ひとり部屋に残されたタリサはすることもなく籠に盛られたりんごを見つめた。

　すると、ディートフリートの顔が浮かんできて、なんだか落ち着かなくなった。

「いやだわ、わたし……」

　おいしいものにつられて、ディートフリートへの印象が少しよくなったのだと思い、自分の単純さに呆れた。

「それだけりんごがおいしかったというだけのことよ……ね」

　できるだけはやく食べてしまおう。そう思い、タリサはりんごから目を離した。

　そして、翌日。

　またディートフリートから贈り物が届いた。

　今度は、花だった。

　真っ白で大振りな百合が両手で抱えきれないほど届けられてタリサは面食らった。

「こ、こんなにたくさん……？」

　ネリーがせっせと花瓶に生けてくれるが、部屋が百合で埋まってしまいそうだ。

「とってもいい香りですね」

「そうだけど……」

　タリサの困惑をよそに、その午後には本が何冊も、夜にはどっさり砂糖菓子が届けられた。

　そして、朝になると、籠いっぱいの葡萄が三つも届いて……。

　タリサは贈り物だらけになった部屋を見回して言った。

「さすがにやめていただくようにお願いしたほうがいいわよね？」

「それは……」

　ネリーが困ったように言葉を濁す。

　侍女頭に頼むのも言いにくいのだろう。なにしろ国王からの贈り物だ。よろこんで受け取ればいいものを、と思われかねない。それは、タリサもネリーに申し訳ないと思った。

「どうしたら……」

　自分で直接ディートフリートに言うしかないのかもしれない、もちろん機会があればだが。

　そう決めたものの、気が重くて、タリサはため息をついた。




　ディートフリートの住まう王城は、堅牢な石造りで、敵に攻め込まれた時のために階段や通路が複雑に入り組んでいる。

　だが、これまでその仕組みが活かされたことはなかった。

　それは、敵に攻め込まれたことがないから、ではなく、その敵が城内に精通していたからだ。

　十年前、ディートフリートはまだ十八歳の若者で、王として即位したばかりだった。若く御しやすいと思われた王は、したり顔で政に口出ししてくる大貴族たちに強く反発し、長きにわたって国王が失ってきた権威を次々と取り戻した。そうして権力を強めていくディートフリートに危機感を抱いた一部の貴族がついに挙兵し、激しい内乱となっていったのだった。




「無理せずゆっくり歩いてくださいませ」

　ネリーの手を借りて、タリサはゆっくりと階段を下りていく。

「大丈夫ですか？」

「ええ、大丈夫」

　歩くと少し傷に響くが、寝てばかりもいられない。なにより、足が萎えてしまうのがこわくてとにかく歩きたかった。

　今日は庭に出てしばらくぶりに外の空気を吸い、日差しを浴びるつもりだ。これまで繰り返していた日々の習慣を取り戻したい。

「きゃ……っ」

「だ、大丈夫ですか、タリサさま！」

　よろけたタリサをあわててネリーが支えてくれる。

「大丈夫……ごめんなさい、ちょっと躓いてしまっただけ」

「なにをしている？」

　ふいに声がかけられて、見ると心配そうな顔をしてディートフリートが階段の下に立っていた。

「陛下」

　ディートフリートが階段を上ってきてタリサの隣に並んだ。

「どうした、こんなところで」

「あの、少し庭に出てみようと思いまして」

　そう言うと、ディートフリートが眉を寄せる。

「まだ無理なのではないか？」

「いえ、大丈夫です……っ」

　姿勢を正そうとして少し肩に痛みが走り、タリサは思わず顔を歪めていた。

「ほら、やはり痛むのだろう？」

　部屋に戻ってはどうかと言うディートフリートに、タリサは首を横に振った。

「でも、部屋で寝てばかりはいられませんから……」

　頑ななタリサに痺れを切らしたのか、ディートフリートがため息をつく。

「そんなに庭に出たいのなら、私が連れていってやる」

「え……陛下……きゃ……っ」

　突然抱え上げられ、タリサはもがいた。

「い、いけません。おろしてください」

「暴れると傷に障る。おとなしくしていろ」

「ですが、こんなところを王妃さまがご覧になったら気分を害されます」

　控えめに言ったが、実際のところ王妃に首を跳ねられてもおかしくはない。

　だが、ディートフリートが足を止めて言った。

「私に妃はいない」

「え？」

　ディートフリートは驚いて黙ってしまったタリサをそのまま軽々と抱えて歩いていく。階段を降り、しばらくすると建物の外に出た。

　秋晴れの日差しにタリサは目がくらみ、思わずディートフリートの肩に顔を伏せていた。

「大丈夫か、タリサ」

　はっとしてタリサは身体を起こす。

「申し訳ありません、大丈夫です」

　城の中庭は広く、薔薇が咲き乱れ、きれいに刈り込まれた植え込みに囲まれている。中心には丸く整えられた花壇があり、そこから水の流れる溝が張り巡らされていて心地いい音を立てていた。

「素敵なお庭……」

　野に咲く花々も可憐で趣があるが、人の手で丹精された薔薇はやはりはなやかで美しい。タリサはつい見とれてしまった。

　ふと気づくと、そんなタリサをディートフリートが間近で見つめていた。

　その眼差しに、冷酷なところなど少しもないような気がしてどきりとする。

「あ、ありがとうございます、陛下。もう下ろしていただいて結構です」

　ディートフリートは、わかった、と言いタリサを近くのベンチに下ろした。やっとほっとしたタリサだったが、となりに腰掛けたディートフリートにぎょっとした。

「あの……陛下。ここまで連れてきてくださってありがとうございました。ですから……」

「なんだ？」

　不思議そうにディートフリートがタリサを見る。

「ですから、陛下の貴重なお時間が、と思いまして」

「そういうことか。だが、私がいなくては部屋に戻る時どうする？」

　タリサは驚いた。

「それは、もちろん自分の足で戻りますから大丈夫です」

「まだ無理をするものではないぞ」

　そう言ってディートフリートは足を組んでそのまま立ち去ろうとしない。何を話すでもなく遠い目をして庭を眺めている。

　こんな時貴族の娘としてどうすればいいのか、作法のようなものをタリサはまったく知らなかった。なによりこれほど高い身分の男性と接したこともない。

　どうすれば、と気ばかり焦ったが、はっと思いついた。

「あ、あの、先日からいろいろと贈り物をありがとうございました。ですが、その、あのようにいくつもお贈りくださらなくても、もう十分ですので……」

　しどろもどろになりながらも、なんとか伝えたが、もしかしたらディートフリートの怒りを買うかもしれない、と息をのんだ。

　しばらくディートフリートは何も言わなかった。

　タリサははらはらしながら、王の反応を待ったが……。

「気に入らなかったのか？」

　ふいにそう問われ、タリサはあわてて答えた。

「そんなことありません。ただ、わたしには過分だと……」

　タリサの弁明を遮るようにディートフリートが尋ねる。

「だったら、なにがいちばん気に入ったのだ？」

「それは、どれもわたしには素晴らしいもので……」

　当たり障りのない返答を、ディートフリートは受け付けないとばかりに、タリサを見つめる。その視線に負けて、タリサは正直に答えた。

「あの、いちばんうれしかったのは、りんごです」

　そう言うと、ディートフリートが少し驚いた後、満足そうな顔をした。

「そうか」

　なぜかその反応が気になった。

「あの……？」

「あのりんごは私が視察で通りかかった村に見事な木があって、それに成っていたものをもらい受けてきたのだ」

「そうだったのですか」

　他のものは、従者に申しつけてよろこびそうなものを贈らせただけだ、とディートフリートは言った。

　どうりでりんご以外は過剰に届いたのか、と納得した。王の代わりなのだから不足があってはならないと従者が意気込み、必要以上に贈ってきたのだろう。

「陛下はあのりんごを召し上がりました？」

「いや、私は食べていない」

「でしたら、ぜひ召し上がってみてください。とても瑞々しくて美味しいりんごですから。まだひとつ部屋に大事に置いてありますので」

　そう言って勢いよく立ち上がったタリサは、肩の痛みに悲鳴をあげた。

「痛……っ！」

　あまりの痛みに目眩がしてふらついた身体をディートフリートに抱きとめられる。

「なにをしている！」

「も、申し訳……っ」

　タリサは身体を起こそうとしたが、ディートフリートの腕は離してくれない。

「まったく……困ったものだな。いいか、落ち着け、痛みが去るまで動くな。こうしていろ」

「はい……」

　タリサはこれ以上迷惑をかけないように、おとなしく痛みが去るのを待った。そして、ふとディートフリートの胸は広く、たくましいことに気づく。

　この腕に守られていれば、なにも心配はいらないと。

　痛みが治まらなければいいのに……ふいにそう思ってしまい、タリサは心の中で自分を戒めた。

「あの、もう大丈夫です。ありがとうございました」

　痛みが治まり、タリサは身体を起こした。

「怪我をしている身だと忘れるな」

　タリサは素直にうなずいた。

「そもそも、女の身で私を庇うなど無理をするからだ。私であれば、あれしきの細い矢、この身に受けたとしても大したことはなかったのだぞ」

　あの時は、咄嗟にクルトを守るため身体が動いただけだったが、やはり国王が不用意に怪我などしない方がいいに決まっている。

「でも、陛下にお怪我がなくてやっぱりよかったと思います」

　そう言うと、ディートフリートがまじまじとタリサを見た。

「……ニーナと同じことを言うのだな」

「え？」

　つぶやきが小さくてよく聞こえなかった。

「いや……そろそろ部屋へもどった方がいい」

　立ち上がったディートフリートが、またタリサを腕に抱き上げた。

「ひ、ひとりで戻れますから、陛下」

　だが、なんと言ってもディートフリートはタリサを下ろそうとしないで歩いていってしまう。

「おとなしくしていないと、今度はりんごで部屋を埋め尽くすぞ」

「あ、そ、そのことですけど、わかってくださったのですよね？」

　まだ過剰な贈り物をやめる、という確約をもらっていなかったことを思い出した。

「そうだな。贈り物はやめよう」

　あっさりと了承してくれたことに、ほっとしているとディートフリートが言った。

「その代わり、私が城にいる時は、こうしてそなたを一日に一度庭へ連れていくことにしよう」

「え？　え？　そ、そんな……！」

　困ります、とも言えないまま、ディートフリートの腕に抱かれ、部屋にもどしてもらったはいいが、タリサはぐったりと疲れていた。

　こんなことが続けば身が持たない。

「どうかなさいました？」

　ネリーに顔をのぞき込まれてタリサははっとした。

「い、いいえ。なにも」

　まさか国王と一緒にいると疲れるなんて言えるはずがない。

「そういえば、陛下はご結婚されていないと聞いたのだけど」

「はい、そうですよ」

　ネリーがなにをいまさら、といった様子で答える。

「どうして？　陛下くらいのお年であれば、もう結婚されているはずでしょう？」

　世継ぎをもうけなければならない立場なのだから、かなりの若さで結婚する国王も多いはずだ。

「陛下は、結婚はしないと公言されていますから」

「公言している？　どうして？」

　タリサの驚きにネリーが目を丸くした。

「ご存じないのですか？」

　この国の民なのに？　と意外そうに問われ、タリサはあわてた。

「え、ええ、ちょっとそういうことに疎くて……」

　貴族たちの反乱はとても大きな事件で、さすがにタリサも知っていたが、ディートフリートの身に起きた詳しいことは知らずにいた。とてもそんな噂話をしている暇な生活ではなかったのだ。

「そうですか。でも、私も特別詳しいわけではありません。皆が知っていて当然のことしか知りませんが、陛下は、十年前の貴族の反乱で、婚約者の方を亡くされて……もう結婚はなさらないのだと私は聞いています」

「婚約者の方を……？」

　こんな噂をしていることが後ろめたいのだろう、ネリーの口は重い。タリサも尋ねてしまったことが間違いだったような気がしてきた。

「しかも、婚約者の方は、陛下をかばって敵の矢をその身に受けて亡くなられたと」

「え……っ」

　タリサは絶句した。

　そんなことがあったなんて……。

　もうこれ以上は私の口から話せません、とネリーは言ったが、タリサが尋ねる前に、だから王は世継ぎとして姉君の息子である甥を指名しているとおしえてくれた。

　タリサはネリーが部屋から下がった後、ひとり窓辺でディートフリートのことを想った。

　なんて悲しい過去なのだろう。

　どれほどの絶望が、ディートフリートを苛んだことか。

　しかも、矢で射られたタリサを見て、過去のつらい記憶が甦ってしまったのではないかと思うといたたまれなかった。

　はやく傷を治し、元気になった姿をディートフリートに見せたい。

　そうタリサは思った。




　どうなることかと心配していたが、国王であるディートフリートはやはり忙しいらしく、そうそうタリサに付き合ってはいられないようだ。

　ディートフリートが訪れる様子もないので、タリサは今度こそ自分の足でネリーに支えられ、庭まで歩いていった。

　医師からも外の日差しを浴びることは勧められているし、やはり庭に出ると気分が晴れる。ただ、なにもせずにじっと座っているのは、少し退屈だった。

　それで庭を散策している人に目をやってみると、少し離れたところにいる娘たちがタリサを見てなにか言っている。

「……なんだかヒソヒソ言われているような気がするわ」

「そ、そんなの気のせいですよ？」

　ネリーの声がうわずっている。

　真面目な彼女はきっと嘘が下手なのだ。

　気のせいではない、庭で気ままに過ごしている同じくらいの年頃の娘たちが、こちらを見てひそひそとなにか話し合っている。

　見るからに感じが悪いその様子に、タリサは眉を寄せた。

「わたし、なにか変かしら？」

　タリサはネリーの用意してくれた、傷に障らないよう脱ぎ着のしやすいドレスを借りて着ている。簡素なもので、お世辞にも華やかなドレスではないが、指を差されるようなものでもないと思っている。

「あの、お召しもののことではないと……思います」

「だったらなにが？」

　ネリーの口は重かったが、どんなことでもいいと知りたがるタリサに、ついに根負けして話してくれた。

「陛下は結婚しないと公言されていますが、やはりその地位とあの凛々しいお姿ですから、貴族のご令嬢で想いを寄せていらっしゃる方も多いようで……」

　だから、少し前からタリサのことを悪く言う噂が城内にあるのだという。

「そんなことが……」

　タリサからすれば、自分からディートフリートに何かを望んだことはない。

　嫉妬の標的にされるのは理不尽としか思えなかった。

「もう部屋にもどりましょう」

　そう言うとネリーがほっとしたようにうなずいた。

　ゆっくりとベンチから立ち上がっていると、タリサの身体に陰がかかった。顔を上げると、美しい娘が傲岸な表情でタリサを見下ろしていた。

「やっぱり失うものがない方は危険なことをなさるのね。陛下の気を引くためにわざと弓に射られるなんて」

　突然遠慮なく投げかけられた言いがかりにタリサは眉をひそめた。

「お言葉を返すようですが、わざとでなんてできるものではありません」

　タリサは立ち上がり、見下ろされるのは不本意だとばかりに娘と視線を合わせた。

　娘は忌々しそうに顔を歪め、強い口調で言った。

「どうせ大したこともないのに大げさに痛がってみせているのでしょう！　ほら！」

　怪我をしている肩を思い切り突き飛ばされ、その激痛にタリサは声を上げることもできなかった。

「タ、タリサさま！」

　ネリーがあわててタリサの身体を支えてくれる。

「……っ！」

　痛む肩を押さえるが、それだけでは治まらずとても立っていられない。どっと汗が噴き出してきた。

「まあ、本当に演技が上手ね」

　そう言い捨てて、娘は悪びれることもなく行ってしまった。

　酷い仕打ちだ。

　なぜこんな目に、と去っていく娘の後ろ姿を見て気づいた。

　美しく手入れされた髪に、豪華なドレス。

　なにもかも、タリサとは住む世界が違う。

　場違いなのだ、タリサがここにいることが……そのことが痛いほどよくわかった。




「なぜこんな陽当たりの悪い庭にいるのだ？」

　タリサはぼんやりしていて、突然現れたディートフリートに声をかけられるまで気づかなかった。

「陛下……」

　この陽当たりの悪い庭は、タリサの与えられている部屋からほど近く、少し前からひとりで歩けるようになったので、ネリーに付き添ってもらわなくても迷わず足を運ぶことができる場所だった。

「し、しずかでいいところです。かわいらしい花も咲いていますし……」

　狭い庭には、ニワトコの木が寂しく一本だけ生えていて、その根元に申し訳程度の小さな花と、何の変哲もない低木の生け垣があるだけだ。

「中庭は、雑音がうるさいからか？」

　言い当てられてどきりとした。

　娘たちの目障りにならないように、タリサは中庭に行くのをやめたのだ。いつかディートフリートに迷惑をかけてしまいそうだったから。

「そんなことありません」

　否定するタリサに、まだディートフリートは何か言いたげだったが、結局そのままベンチのとなりに腰を下ろした。

「そうだな。こういう庭もしずかでいいものだ」

　ディートフリートもぼんやりしていたタリサと同じように、遠くを見つめている。その横顔をちらりと見て、タリサは思わず口を開いていた。

「あの、お疲れなのではございませんか？」

　そう言うと、ディートフリートが目を伏せ、口元だけで微笑んだ。

「ああ、そうだな。少し疲れているのかもしれぬ」

「あの、わたし、なにかお役に立てるでしょうか？」

　必要以上に世話になっていることもあってついそう申し出てしまっていた。

　意外そうな顔をして、ディートフリートがタリサを見る。

　そこではじめて、自分が考えなしに大それたことを口にしてしまったと気づいた。

　この国でいちばんの権力を持つ国王に、タリサのようなただの娘が何かできるかなど、おこがましいにも程がある。

「も、申し訳ありません、差し出がましいことを！」

　お忘れください、と頼むタリサにディートフリートが言った。

「では、膝枕でもしてもらうとするか」

「は？」

　言うなり、ディートフリートはベンチの上に横になり、タリサの膝に頭を載せてきた。

「だ、だめです、誰かに見られたら……」

　また要らぬ嫉妬を買うことになる。

　うろたえるタリサをよそに、ディートフリートはさっさと目を閉じてしまった。

「こんなところ誰もこない。物好き以外は」

「で、ですが」

　誰かに見られているのでは、とあたりを見回していると、ふいに膝の上にあるディートフリートの頭が重くなった。

「え？」

　あっという間にディートフリートは眠ってしまったようだ。

　あまりの寝つきのよさに、タリサは呆れた。だが、よく見ると、その寝顔には疲労の影が濃かった。

　本当に、疲れているのだ、とタリサは少し気の毒に思う。

　国王の代わりは誰もいない。

　きっとタリサが想像するよりも、王という身は多忙なのだろう。

　だとすれば、こうして身動きせず、しばらくの間だけでもディートフリートの眠りを守ろうと思えた。

　そして――。

「ん……？」

　頭ががくんと揺れた衝撃にタリサが目を開けると、すぐそこにディートフリートの顔があって、しばらく呆然とした。

「え？　陛下？」

「よく眠っていたな」

　タリサはまばたきを繰り返した。

「え？　いつから起きて？　というか、わたし、眠ってました？」

「ああ、よく眠っていたぞ。よだれを顔に落とされないか、いささか心配するほどにな……」

「う、嘘ですよね？」

　タリサはあわてて口元を拭った。

「わ、わたし……」

　みっともないくらい眠り込んでいたのだと思うと、いたたまれずに、逃げ出したくなってしまう。だが、そんなタリサを見てディートフリートが笑い出した。

「冗談だ」

　真に受けてしまったタリサは恥ずかしくて頬が熱くなった。

　ゆっくりと身体を起こしたディートフリートが気持ちよさそうに腕を伸ばす。

「こんなに深く眠ったのは、久しぶりかもしれないな。日の陰りから見ると、それほど長い時間ではなかったはずなのに」

　タリサもはじめは緊張していたが、ディートフリートの寝顔を見ている内に、いつの間にか眠ってしまっていたようだ。

「まったく、そなたのおかげだな、タリサ」

　目を細めて微笑むディートフリートに、タリサは思わず見とれてぽかんとした。

「だが、怪我人のそなたの膝を借りるとは悪いことをした。今度は、私がそなたに膝を貸そう」

　はっと我に返り、とんでもない！　とタリサは固辞する。

「遠慮するな。そなたの寝顔を見られると思えば易いものだ」

　またからかわれていると思い、タリサはぷいと顔を背けた。

「はやく政務にお戻りになったほうがよろしいのではありませんか？」

「そうしよう」

　立ち上がったディートフリートに、いきなりふいをついて抱き上げられ、タリサは悲鳴をあげた。

「きゃあ！　な、なにを……！」

「執務室に戻る前に、そなたを部屋に送っていくに決まっているだろう？」

「だ、大丈夫です！　ここまでひとりで来たのですから！」

　この庭だけならともかく、タリサの部屋までの廊下はそれなりに人通りがあるのだ。それだけではなく、とにかく困る。

「本当に、もう歩けるようになりました。送っていただかなくても平気ですから、下ろしてください！」

「……わかった。だったら条件がある」

「条件、ですか？」

　抱き上げられて部屋に運ばれることがなくなるのであれば、どんな条件でもタリサは飲むつもりだった。

「なんでしょう？」

　タリサがおそるおそる尋ねると、出された条件はおかしなものだった。

　それは、タリサはもう中庭へは行かず、この庭でディートフリートと午後の一時を過ごすこと、それだけだった。














２









　ディートフリートと庭で過ごすようになってから、何日かが経った。

　ふたりはただ待ち合わせてたわいのない話をしたり、ディートフリートがタリサの膝を借りて昼寝をしたりして過ごした。

　ディートフリートが庭にいるのは、ほんのわずかな時間だったが、いつの間にかタリサはそれを楽しみにするようになっていた。

「また明日、ここで待っていてくれ」

　今日もそれだけ言ってディートフリートは政務へもどっていった。

　タリサは立ち上がる気になれずに、ベンチに座ったままぼんやりしていると、ガサガサと生け垣が音を立てた。なにか小さな動物でもいるのかとタリサが覗き込むと、見知った顔がぴょこんと顔を出した。

「クルト！　どうしてここに？」

　その大きな声に、クルトが口の前で指を一本立てる。はっとしてタリサは辺りを見回した。他には誰もいない庭だが、用心するに越したことはない。

「忍びこんできたんだよ、タリサさま」

　聞くと、無理を言って街へ野菜を運ぶクルトの兄に同行し、そこからさらに野菜を城へ運ぶ取引先の商人に頼み込んで一緒に来たらしい。荷車は小一時間ほど城で積み荷を降ろしたりするので、その間タリサをさがしにきたのだという。

「なんて無茶をするの」

　城へ忍びこんでくるなんて、いくら子どもでも見つかれば厳しく咎められるに違いない。

「でも、おれ、ずっとタリサさまに謝りたくて……」

　項垂れるクルトにタリサはしゃがみこんで目線を合わせた。

「謝るなんて、あれは事故よ。あなたはちっとも悪くないわ」

「でも……」

　まだ心配そうなクルトにタリサは腕を動かしてみせる。

「ほら、もう随分痛まなくなったから心配しなくても大丈夫。そんなに気にしてはだめよ」

　タリサが微笑むと、クルトにも笑顔が戻った。

「よかった……それで、タリサさま。いつ戻ってくるの？」

「え……」

　思わぬ問いかけにタリサは一瞬頭が真っ白になってしまった。

「おれ、タリサさまがいない間、あのブナの倒木に生えたきのこを採って干しきのこを作って待ってるんだよ」

　クルトがせっせときのこを採ってくれている姿が目に浮かぶ。そんな彼の健気さに思わず涙が滲んだ。

「ありがとう、クルト」

　そっとクルトを抱き寄せて小さな友人に感謝を伝える。クルトが素直に身を寄せてきて、彼のぬくもりにしばらく忘れかけていた日々のことを思い出す。

　ひとりで心細くもあったが、小さな狩り小屋でタリサは懸命に生活していた。

　そこがタリサの帰る場所だ。

　思い出させてくれたクルトに心の中で感謝した。

「さあ、もう戻らないとみんな心配するわ。今日は本当に、わざわざありがとう」

　クルトが名残惜しそうに生け垣の隙間に潜り込む。この生け垣の向こうに使用人専用の通路があり、厨房の前の広場に繋がっているらしい。

　気をつけて帰るよう何度も言って、タリサはクルトを見送った。




　重い足取りでのろのろと部屋へもどると、扉の前に見知らぬ壮年の男が立っていた。

「あの……？」

「おお、お待ちしていました、タリサ殿」

　男はタリサを見て破顔し、よく通る声で国務大臣のヘルダーと名乗った。

「なにかご用でしょうか？」

　タリサが尋ねると、ヘルダーがちらりと扉を見た。

「実は、少しお話が……よろしければ部屋にお招きいただいても？」

「は、はい、どうぞ」

　自分の家ならば断ることもできるが、タリサはいまこの城に置いてもらっている身だ。しかも相手は国務大臣とくれば、招き入れるしかなかった。

「それで、タリサ殿。傷の加減はいかがかな？」

　部屋に入るなり、ヘルダーは話を切り出してきた。

「はい、おかげさまで随分よくなりました」

　タリサが答えると、ヘルダーが満足したように何度もうなずく。

「それはよかった。では、少しの間なら馬車に揺られても大丈夫でしょう。私の所有する別荘は静かでいいところにありましてね。なにより、温泉が湧いていて傷の療養にはぴったりですから、明日にでもそこに移られてはいかがかな？」

　タリサはじっと有無を言わさぬように見つめてくるヘルダーの灰色の目を見返した。

「……いえ、とてもありがたいお申し出ですけれど、遠慮いたします。そろそろ自分の家に戻るつもりでおりますから」

　眉をぴくりと動かしたヘルダーが言った。

「……そうですか。あなたは思ったよりものがわかっているようだ」

　ヘルダーがタリサから視線を外し、ゆっくりと窓へ近づいた。

「陛下が次の王位を甥であるヴィクトールさまに譲られることはご存じでしょう。十年前の貴族たちの反乱は、陛下の姉君である王女ダニエラさまがアーベル侯爵へ嫁ぐことで鎮圧されました。国王派でも、反乱貴族派でもなかった大貴族、アーベル侯爵を味方につけた方が勝利するという戦局でしたからな。……陛下はアーベル侯爵家のご令嬢と結婚することを拒まれましたので、ダニエラさまが代わりに嫁がれた」

　窓の外を眺めていたヘルダーが振り返る。

「そうした事情もあり、陛下は終生妃を迎えないと公言され、次の王はヴィクトールさまと決まったのです」

「だから、わたしがこの城にいたら困る方がたくさんいる……そうおっしゃりたいのですね？」

「……ええ、陛下以外の方が、ね」

　タリサはうなずいた。

「でしたら、もうお話は終わりということでよろしいでしょうか。先程も申し上げた通り、わたしは近いうちに家へ帰りますから」

　そう言うと、ヘルダーが満足した様子で部屋を出ていき、タリサはテーブルの上に置いてあるりんごを見た。

　家へもどる時、あのりんごだけは持っていってもいいのだろうか、と。




「指を動かしてみなさい」

　タリサは言われたとおりに右手の指を動かしてみた。

「……動きます」

「痛みや、痺れは？」

「まだ少し痛いです。でも、痺れは感じません」

　老医師は皺だらけの顔でにっこり微笑んだ。

「これなら心配なさそうだ、痛みはおいおい取れるだろう。よかったね、お嬢さん」

「ありがとうございます」

　タリサは心からほっとした。

　もしかしたら痺れが残ったりするかもしれない、と最初に診察された時に言われていたのだ。

「さあ、包帯を替えようかね」

「はい」

　タリサが服を脱ぐと、老医師が慣れた手つきで包帯をほどいていく。そして、傷の具合を確かめ、薬を塗ってくれる。

「おや、新しい包帯を忘れてきてしまったようだ。助手が昨日から風邪をひいて休んでいてね、うっかりしてしまったな」

　部屋付きの侍女ネリーに頼もうにも、彼女は医師が診察が終わった際に手を洗う水を汲みに行ってしまっている。

　老医師自ら医務室に取りに戻るから待っているように言われ、タリサはうなずく。

　よっこらしょ、と老医師が立ち上がった時、突然扉が開く音がした。

「タリサ、今日は……」

　現れたのは、ディートフリートだった。

「きゃ……！」

　タリサはあわてて脱いだ服で身体を隠した。

「す、すまない……！」

　ディートフリートが衝立の向こうに引っ込んだ。老医師が笑い衝立に近づく。

「陛下、わざわざお越しとは、報告の手間が省けましたな。ご安心ください、お嬢さんの回復は順調ですよ」

　長年城に勤めている老医師は、幼い頃からディートフリートを知っていると以前言っていたからか、孫に対するような気安さでにこにこと微笑んでいる。

「そうか」

　少しほっとしたような声音に、タリサはどきりとした。

　老医師はディートフリートに席を外すと断って部屋から出ていった。

　それからしばらく部屋では沈黙が続いた。

　どうしていいかわからずにタリサがとまどっているとふいに咳払いをしてディートフリートが口を開いた。

「……不躾にすまなかった。どうだ、傷は」

「は、はい。おかげさまであまり痛まなくなってきました」

　次第に傷も塞がってきたようだと伝えると、先程よりディートフリートの声に安堵の色が滲んだ。

「そうか、それはなによりだな」

　また沈黙が続きそうな気がしてタリサは思いきって言ったみた。

「……あの、もしよろしければ、傷の様子をご覧になりますか？」

　そのまま部屋が静まりかえってしまった。

　タリサは頬がじわりと熱くなる。

　馬鹿なことを言ってしまった。

「も、申し訳ございません……っ！　おかしなことを」

　あわてて服を着ようとすると、ディートフリートが言った。

「……いや、そなたさえよければ見てみたい」

「え……」

　自分で言い出したのに、タリサは驚いてしまった。

「もちろん無理にとは言わぬが……」

「は、はい。では、どうぞ……」

　タリサは身体の前を脱いだ服で隠し、寝台の上で衝立の方に背を向けた。

　どきどきと胸の動悸が速くなる。

　しばらくすると、絨毯を踏むかすかな音がして、ディートフリートの気配が近づいてきた。

　恥ずかしさに、タリサはぎゅっと目を瞑る。

　背中に視線を感じるが、ディートフリートは何も言わない。

　このままどうすれはいいのだろうか、と思っていると、背中にふっとなにかが触れた。

「……っ」

　ディートフリートの指先のようだった。

　素肌に触れられている。

「まだ痛々しいな……しかも、美しい肌に醜い傷跡が残ってしまうだろう」

　その言葉にタリサの肩が揺れると、はっとしたようにディートフリートの指が離れた。

「い、いや、醜いとは失言だったな。もちろん、傷が目立たぬように手は尽くさせるから心配するな」

　そんなディートフリートにタリサはなるべく明るい声で言った。

「大丈夫です。服を着ていれば隠れる場所ですし」

「そうは申すが……」

　ディートフリートが重いため息をついた。

　彼を庇ったのは、タリサの判断だ。責任を感じてほしくなかった。

「そんなに気になさらないでください。誰に見せるわけでもありませんから」

　肩の出るようなドレスは持っていないし、そもそもそんなものを着るのは晴れやかな舞踏会などでタリサにとっては縁のない場所だった。

「そういえば、あの日森でそなたの着ていた服をだめにしてしまった。もちろん、怪我の手当のためだが、すまなかった。詫びとしてそなたの好みのドレスを仕立てさせよう」

　タリサはあわてて言った。

「と、とんでもありません。仰せの通り手当のためだったのですから、仕方ありませんし、惜しいとも思っておりません。着古したものでしたから、気になさらないでください」

　あの日着ていた服のことはすでにネリーから聞いていた。手当のために鋏で切られてしまった、と。正直なところ、数少ない手持ちの服が一枚減ってしまったのは悲しかった。

「なぜ断るのだ、タリサ。そなたくらいの年頃の娘がドレスを仕立てると言って心躍らぬわけがあるまい？」

　そう率直に問われて思わずタリサも言葉を返していた。

「ドレスといっても着ていく場所もありませんし、あまり着飾ることが、その、好きではないのです。ですから……」

　タリサの言葉にディートフリートが不可解そうな顔をする。

「もったいないことだと思わぬのか？」

「もったいない？」

　そうだ、とディートフリートは言った。

「着飾ればもっと美しくなるだろうに」

　率直な言葉にタリサは耳を疑い呆然とする。その様子にディートフリートが眉を寄せた。

「なぜ驚く？」

　タリサはあわてて否定した。

「そ、それは、わたしには過ぎたお言葉だからです」

「世辞だと思っているのか？」

　この会話をどう続けていいか途方に暮れていると、老医師が包帯を手に戻ってきた。そして、ディートフリートに包帯を巻くから部屋から出ていくように言い、彼も子どものように従った。

「さあ、これでそろそろ普段の生活も支障なく過ごせるようになるだろう」

「ありがとうございました」

　医師が部屋を後にし、ひとりになってタリサは思案した。

　やはり暇を告げるなら、ディートフリートに直接、ということになるだろう。

　だが、なぜかそのことを考えただけで胸が苦しい。

　できれば、誰かが代わりに伝えてほしいとさえ思ってしまう。

　そんな失礼なことが許されるはずはないのに。




　タリサはいつも待ち合わせる時間より、かなり遅れて庭へ向かった。

　もうすぐディートフリートは政務にもどらなければいけない。

　タリサと話している時間はあとほんの少ししかない。

　その間に暇を告げれば、あれこれ問いただされることもないだろう。

　とにかく、決心が鈍らないように手短に済ませなくては、と思いつめてタリサが庭に姿を現すと、すでにディートフリートが待っていた。

「陛下……遅れまして……」

　タリサの言い訳を遮り、ディートフリートが鋭く問うてきた。

「タリサ、私を避けているのか？」

　どきりとしてタリサは思わず言い淀んでしまった。

「そ、そんな……まさか。なぜそのように思われるのですか？」

　ぎこちなく笑みを浮かべたものの、顔に表れているのも同然の反応に、タリサはますます焦ってしまう。

「それより、陛下に申し上げたいことが……」

　ディートフリートが怪訝そうに眉を寄せる。

「なんだ？」

　タリサは意を決して口を開いた。

「あの、傷もこの通りよくなってきましたので、そろそろ家へもどりたいと思います」

　その言葉にディートフリートが目を見開く。

「家にもどる、だと？」

　どうして驚くのだろう？

　それが当然なのに。

「は、はい。陛下には大変身に余るご温情をいただきまして感謝しております」

　それでは、と踵を返そうとしたタリサの腕が掴まれる。

「待て、タリサ」

「陛下……」

　こんなことは想定していなかった。

　あっさりと、別れは終わると思っていたのに。

　だが、ディートフリートは気色ばんでタリサを問い質す。

「なぜ急にそんなことを言い出すのだ」

「急に……ではありません。陛下、傷は治るものなのです。傷が治ればわたしはこの城にいる理由がないのです」

　ディートフリートが息をのんでタリサを見た。

　その漆黒の瞳の奥になにかが揺らいでいる。

　胸が苦しくて、この場から逃げ出したいのに、足が動かない。

　タリサはこのままディートフリートが納得して腕を放してくれることを必死に祈ったが、それは叶わなかった。

「理由があればいいのか？」

「え？」

　ディートフリートが一歩踏み出してきて、タリサは思わず後退った。だが、その背中はすぐ後ろにあったニワトコの木についてしまい……。

「陛下……」

　逃げ場のなくなったタリサのくちびるに、ディートフリートのそれが重なった。

　タリサはあまりのことに身体が動かなくなり、呆然と立ちつくしてしまう。その間もディートフリートはタリサのくちびるを捕らえたままだ。

　やがて、ディートフリートがタリサの頬の窪みに手を添え、軽く押した。頑なに閉ざしていたタリサのくちびるに隙間ができ、ディートフリートの舌が滑り込んでくる。

「ん……」

　強引なのに、やさしいくちづけ。

　ディートフリートの舌は巧みにタリサの舌を絡めとり、胸を甘く高鳴らせた。
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　これが戯れや悪ふざけであれば、どんなにいいだろう。

　一時の気の迷いであってほしいのに……。

　ふいにくちびるが離れ、タリサは夢から覚めたように我に返った。そして、そのまま無礼にもディートフリートの胸を押し逃げ出した。

「タリサ！」

　呼び止める声も無視して、タリサは庭から建物の廊下を走り、部屋への階段を駆け上がった。

　いまどんな顔をしているかわからないし、誰にも見られたくない。

　途中で足がもつれ、壁に手をついて立ち止まり喘いだ。

　頭がくらくらする。

　なんて身の程知らずなことをしてしまったのだろう。

　王とくちづけを交わすなんて……！

「……っ」

　まだ胸がどきどきしている。

　タリサはくちづけの感触が残る口元を手で覆った。

　本当に信じられない。

　あのディートフリートがタリサにくちづけを……。

「なにかの間違い……」

　だが、思い返してみても、とても間違いにはできなかった。

　これから、どうなってしまうのだろう。

　わからなかった。

　ただ、あのくちづけの先にあるディートフリートの欲望をはっきりと感じた。このままたわむれに終わるとは思えない。

　言いようのない不安が胸に迫ってくる。

　ディートフリートは国王で、タリサは貴族の生まれとはいえ、後見人もいない落ちぶれた家の娘だ。

　誰に言われなくても国王の傍にいるには、まったくふさわしくないことは自分でもよくわかっていた。

　だが、ディートフリートのことを考えると胸が甘くときめいて泣きたいような気持ちになる。彼のやさしさに触れて、知らず知らずのうちにどうしようもなく惹かれてしまっていた。

　だからといって王妃になりたいわけではない。

　ただ、ディートフリートの愛を受けられたらどんなにいいだろう。

　とても、大それた望みだけれども……。

　涙が滲んできてタリサは目元を拭った。

　誰かに見られたら、またなんと噂されるかわからないのだ。だが、落ち着こうとしても動揺していてうまくいかない。

　混乱したままなんとか部屋に戻ると、冷水を浴びせられたようにタリサは立ちつくした。

　そこにひとりの女性が佇んでいたからだ。

　すらりと高い背に、美しく艶やかな黒髪を引き立てる落ち着いた緋色のドレス。さらに、ディートフリートによく似た面差し。

　間違いない。

　話に聞いていた国王の姉、アーベル侯爵に降嫁したダニエラ王女だ。

「あ、あの……」

　タリサがとまどっているとダニエラ王女と思われる女性が口を開いた。

「突然訪ねてきてすまぬな。そなたが、タリサとかいう娘か。私はディートフリートの姉のダニエラぞ」

　タリサは腰を屈め、あわてて言った。

「お初にお目にかかれて光栄でございます、ダニエラさま」

　刺すような目でタリサを見つめていたダニエラが鷹揚にうなずいた。

「遅くなったが、弟をかばってその身に矢を受けたことに礼を言おう、タリサとやら。して、その後、傷の具合はどうだ？」

「は、はい、おかげさまで……ご覧の通り回復に向かっております」

　それはなにより、とダニエラがおっとりと微笑む。

「そなたのこと、侍女たちからは心延えのよい娘と聞いた。だからこうしてわたくしが直々に参ったのだ」

　胸にぞわりと嫌な予感がした。

　ダニエラが手にしていた扇を優雅に開き口元を覆う。

「矢傷というものは、治っても、その後冬の寒さや長雨などで痛むものだと聞く。国王の命の恩人であるそなたを、これから先も煩わせるかと思うと私も心苦しい。この国の冬は穏やかではないし、そこでだ、タリサ。ここよりももっと南の国で暮らすというのはどうであろう？」

「え？」

　勿体ぶっているようにダニエラがため息をついてから言った。

「では、率直に申そう。そなたには一刻も早くこの城から出ていってほしいのだ」

　タリサはぐっと息をのんだ。

　薄々わかっていた。

　そうでなければわざわざダニエラ王女が訪ねてくるわけがないのだ。

　だが、こうしてディートフリートへの想いを自覚したばかりではっきり面と向かって告げられると動揺してしまい、足が震えた。そんなタリサの様子を見てか、ダニエラ王女が苦渋の表情を浮かべる。

「わかっておくれ、タリサ。次の国王は我が息子ヴィクトールと決まっておる。弟にまた愛する者ができたことは姉としてよろこばしいこととは思うが、このままでは弟はそなたを王妃に据えようとするだろう。それをよしとせぬ貴族も多い。つまりだ、そうなれば、そなたの存在は国を乱すこととなる」

　冷や汗が背中を伝い、手足が冷たく感じる。それでも、ここで倒れるわけにはいかないとタリサはなんとか耐えていた。

「おそれながら、ダニエラさま。わたしは……そんな大それたことを望んでいるわけでは……」

　ダニエラがぴしゃりと言った。

「だが、そなたを妻にと弟が望んだらどうする？　断れるのか？」

「それは、もちろんです……とてもそんな身に余ることは、と……」

　ダニエラが大げさに頭を横に振る。

「そなたが断ったところで簡単にあきらめる弟ではない」

　タリサはもう立ちつくすことしかできなかった。

「だからこそ、そなたにはこの国を出ていってほしいのだ」

　ダニエラは恐ろしいほど真剣だ。

　ヘルダーのようにやんわりと脅してくるわけではなく、決して否とは言わせない、傲慢さがあった。

　タリサは意を決して問うた。

「い、いますぐでございましょうか……？」

「そうだ」

　間髪入れず振り下ろされた言葉の鉈に、タリサは目の前が真っ暗になりそうだった。

　芽生えたばかりでも、ディートフリートへの想いはすでにタリサの心にしっかりと根を張ってしまっている。

　それを、こんな無理矢理、しかも突然断ち切らなければならないなんて。

「この国を……弟のことを本当に心より想うのなら、身を引いておくれ」

「ダニエラさま……」

　断れるはずがなかった。

　もしここで断ったところでダニエラ王女があきらめるとは思えない。

　タリサは立っていられず、ついにがくりと床に膝をついた。

　その肩にダニエラ王女がやさしく手を置いてくる。

「身を引いてくれるのなら悪いようにはせぬ。そなたが一生暮らして行くに困らぬようにしよう」

　タリサは首を横に振った。

　そんな気遣いなどしてほしくなかった。

「私とてつらくないわけではない。酷い仕打ちだと思っている。だが……だが、国のためぞ、タリサ。わかっておくれ」

　ダニエラの眦まなじりにも光るものがあった。

　なんの力もないタリサにこれ以上城に留まることはできない。

「でしたら……」

　タリサは頑なにダニエラ王女の申し出を断り、ひとりひっそりと城を出ていき、その後生活の面倒をみてもらう必要はないと訴えたが、聞き入れてもらえなかった。

　それは彼女の親切心ではなく、タリサが約束を違えないか疑っているからだ。

　すでに手筈は整えられていて、タリサは、ダニエラ王女の手の者に護衛され、港から船に乗って遠くの国へ送られることになった。

　そこで心機一転、何もかも忘れて暮らしていくように、と。

　一年中気候がおだやかで、とてもいい国だとダニエラ王女は言っていた。

　だが、タリサはそのおしえてもらった国の名前も忘れてしまった。

　そんなことはもうどうでもよかった。

　何も言わずに城から姿を消したタリサをディートフリートはどう思うだろう。

　身勝手な娘だとあきれるかもしれない。

　もしかしたら行方を捜してくれるかもしれない。

　それなのに、彼にほんの一言でも、別れを告げていくことは許されないのだ。

　どうにかしてディートフリートに直接別れを告げずに城を出ることはできないか、悩んでいたことが嘘のようだった。

　胸が張り裂けそうに苦しい。

　涙がとめどなく溢れてきて頬を濡らす。

　そうして、夕闇の中、密かに馬車が用意され、タリサはフードを目深に被り人目につかぬよう連れ出された。

　ディートフリートは城下の視察に出ている。おそらく、ダニエラ王女の画策で引き止められて今日は城には戻らないはずだ。

「さあ、お早く」

　ダニエラ王女の手の者に急かされてタリサは馬車に乗り込んだ。その時、ディートフリートから贈られたりんごを部屋に忘れてきたことを思い出した。

「あの、忘れ物を」

　馬車から降りて取りに戻ろうとしたが、許されなかった。無情にもあわただしく扉が閉じられ、馬車が走り出した。

「どうして……」

　呆然としたままやり切れない思いが口からこぼれる。

　これは、ディートフリートとの別れでもあったが、タリサが生まれ育った国との別れでもあった。
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　次第に激しくなる雨の中、ようやく馬車が止まったが、タリサは降りるように言われることもなくただ時間だけが過ぎていった。

　窓から外の様子をうかがおうにも叩きつける雨粒でよく見えない。

　タリサは不安になった。

　本当は、船に乗せると言って城の外へ連れ出し、森の奥などで人知れず始末されるのかもしれない……。

　そんなことを思っていると、再び馬車が動き出し、今度は少し移動しただけで止まり、そこでようやく扉が開いた。

「降りてください」

　御者に促され連れていかれたのは、一軒の宿屋だった。最初の話では、タリサは馬車で港へ運ばれそのまま船に乗せられるときいていたのに。

「あの……」

　さすがにタリサも御者に説明を求めた。

　すると、どうやら嵐が迫ってきていて船が出港できないということだった。

「今夜はこのまま宿でお休みください。明日の朝には嵐も去っていることでしょう」

　そして、あらためて明日船に乗って旅立つことになると。

　そのまま強引に部屋に押し入れられ扉が閉められた。

　扉の向こうでダニエラ王女の部下たちがひそひそと話し合っている。彼らは、突然タリサを船で遠くの国まで送り届けなければならなくなったことと、思わぬ嵐で予定が狂ったことをぼやいていた。

　どこへ行っても厄介者扱いかと思うと情けなかった。

　だか、それも仕方がない。タリサは雨に濡れた外套を脱ぎ、椅子の背にかけた。

　部屋はこぢんまりとしていて、小さな寝台と椅子しかない。

　激しい風雨に建物が軋んでかすかに揺れている。

　しばらく窓から外を眺めていたら、扉の外にいるダニエラ王女の部下たちは自分の部屋に引き上げたようだ。

　扉に耳を近づけてみるが、なんの気配もしない。

　あまりにも不用心に思えたが、この嵐だ。タリサがひとりここから逃げられるわけがないと思っているのだろう。

　胸がどきどきしはじめた。

　いまなら逃げ出しても朝まで誰も気づかないかもしれない。

　そう思うと居ても立ってもいられなくなった。

　この嵐は、ダニエラ王女と比べてなんの力もないタリサに天から与えられた最後の機会のように思えたのだ。

　ディートフリートの元へ戻れなくても、これからどうするかは自分で選びたい。

　タリサは震える手で扉の取っ手を掴んだ。

　そっと扉を開けて様子をうかがうと、廊下は静まり返っていて動くものはなにもない。すぐに取って返し、椅子にかけてあった外套を掴んで部屋を出ようとしたその時、タリサはぎくりと足を止めた。

　廊下にディートフリートが立っていたからだった。

「タリサ」

「陛下……」

　国王であるディートフリートが、濡れるのもかまわずマントから雨のしずくを滴らせている。まさか、とタリサは動揺して手にしていた外套を落とした。

「どこへ行こうとしているのだ？　こんな嵐の中」

「あ、明日船に乗ることになっているので、港の様子を見に行こうと……」

　ディートフリートが近づいてきて、タリサは思わず部屋の中に後退ってしまった。そのまま追い詰めるようにディートフリートも部屋へ入ってきて後ろ手に扉を閉める。

「なぜ私に黙って城を出たのだ、タリサ」

　怒りを抑えたような低い声にタリサはびくりと肩が揺れてしまう。

「陛下、まずはその濡れたお召し物を……」

　タリサは懸命に動揺を抑え、ドレスの隠しから手巾を取り出したが、ディートフリートに遮られてしまった。

「話を逸らすな、質問に答えろ」

　タリサは手巾を握りしめる。

「……それは、その方がよいと思いましたので」

　力なく答えるとディートフリートが言った。

「我が姉ダニエラの差し金なのはわかっている。ヴィクトールの王位を脅かせば国が乱れるなどとそなたを脅したのだろう？」

　内心ぎくりとしたが、ここでうろたえるわけにはいかない。

　タリサは必死に平静を装って答えた。

「陛下のおっしゃるとおり、ダニエラさまに言われました」

　ですが、とタリサは続けた。

「王位などという話はなにも。ただ、ダニエラさまはおやさしい気遣いで矢傷の養生のため、あたたかい南の国で暮らしてはどうかとおっしゃってくださったのです。わたしもそうしたほうがいいと思いましたので、その話をお受けしました」

　ディートフリートが苦しげに首を横に振る。

「……そんな言葉は信じぬ。私はあの時、あのニワトコの木の下で確かにそなたの心に触れた。私と同じ想いでいると確かに感じたのだ」

　タリサは息をのんだ。

　ディートフリートにくちづけられた時のことが鮮やかに思い出される。

　これまでに、タリサの人生であれほどしあわせだった時はなかった。

　そう思うと、堪えきれずに涙が溢れた。

　崩れ落ちそうになった身体をディートフリートに抱きとめられる。

「……どこにも行くな、タリサ。そなたが城に留まる理由はある。私がそう望むからだ」

　ディートフリートの言葉に胸が切なく痛み、タリサは顔を上げた。

「陛下……」

　頬にディートフリートの手が添えられ、くちびるが重なった。

　想いを伝えるくちづけに、タリサの頬に伝う涙が、悲しみからよろこびに変わる。

　そうしている間にディートフリートはタリサを寝台の方へ誘い、その肩から濡れた外套をばさりと落とした。

「あ、あの、陛下？」

「そなたが脱げと言ったのだろう？」

「そ、そういう意味では……」

　タリサは抵抗できず、そのまま寝台に押し倒された。

　ディートフリートが覆い被さってきて、真摯な眼差しでタリサを見つめる。

「……私はいまからそなたに無体なことをしようとしている。それでも、許してくれるか？」

　ディートフリートは、妻ではない娘の純潔を散らそうとしている。いくら国王といえども、無責任で自分勝手な振る舞いだ。

　それでも、タリサはためらわずうなずいた。

「はい……陛下のお望みのままに……」

「健気なことを」

　目を閉じるとすぐにくちづけられた。

「ん……」

　寝台が軋み、ディートフリートがタリサの身体に体重をかけてくる。まるで、もう逃がさないとばかりに。

「ふ……う……」

　これまでのくちづけは、ディートフリートが自分を抑えていたことをタリサはたっぷりと思い知らされた。

　舌を絡め合うだけで、すでに身体が熱く、力が入らなくなってしまっている。

　そして、ディートフリートの手がドレスにかかり、タリサは思わず身をすくませ、はっとした。

「も、申し訳ありません」

　だが、ディートフリートは怯えるタリサを咎めることもなく、なだめるように髪を撫でた。

「そんなに怖がるのなら、私が先に脱ごう」

　そう言ってディートフリートが上着を脱ぎ捨てる。

「え……！」

　タリサはあわてて顔を手で覆った。そうしてじっとしていると、傷に障らないようそっとドレスが脱がされていった。ドレスがはだけ、肩の傷跡が露わになる。二日前からもう包帯をしなくていいと医師に言われていたのだ。

　ディートフリートが引き攣った傷口にそっとくちづける。

「……っ」

「まだ痛むか？」

　タリサは首を横に振った。

　それよりも素肌にくちづけられることが恥ずかしくて逃げ出したくなってしまう。

　そんなタリサの肌を、ディートフリートは、くすぐるようにくちびるで愛撫していく。首筋から下へと向かって。

　やがて胸のふくらみがそっと手で包まれてタリサは身体を震わせた。

　武骨なディートフリートの手のひらの感触が、タリサの胸の奥を切なく乱す。

　次第にやわらかさを確かめるように、揉みしだかれ、ふくらみの中心で淡く色づく突起をふいに摘ままれた。

「あ……っ」

　思わず上げてしまった声にうろたえるタリサを見て、ディートフリートがくすりと笑う。

「そんなに気にせずともこの嵐では他に聞こえることもない」

　だから、いくらでも声をあげていいと言われ、ふくらみの先端を口に含まれる。

「んん……っ」

　さらに強く吸われると、下腹が疼き、タリサはじっとしていられなくて膝を擦り合わせた。

「あぁ……ん……」

　呼吸が荒くなり、身体を火照らせるタリサを、ディートフリートがやさしく抱きしめる。

　お互いの肌が触れあい、熱が伝わっていく。

　タリサは不慣れな身で、これでいいのかもわからないまま懸命にディートフリートに応えた。そして、ついにディートフリートの手がタリサの膝を割り、その奥に触れた。

「あ……」

　タリサはぎゅっと目を閉じ、恥ずかしさに耐えようと身構える。

「……そんなに身を固くするものではない」

「は、はい……」

　耳元でやさしく囁かれ、タリサは言われたとおり身体の力を抜こうとした。だが、緊張のあまり上手くいかない。

「申し訳……」

「なにも謝らなくていい、タリサ」

　脚の間をそっと撫でられると、熟れた果実がはじけるようにとろりと蜜が零れた。

「ん……っ」

　タリサが身体をすくめようとする前に、ディートフリートの指が動いた。蜜をすくい出すようにして、タリサの身体の奥から淫らな心地よさを溢れさせる。

「あ……あぁ……」

　慎ましく濡れていた脚の間は、ディートフリートの愛撫にとろけすぐにたっぷりと潤いはじめた。

「タリサ、これがどういうことだか、わかるか？」

　やさしい声音に、タリサは涙が滲む瞳でディートフリートを見上げる。

「これは……わ、わたしが……」

　ディートフリートを欲しいと切に願っている証だ。

「そうだ、タリサ」

　敏感な突起を撫でていた指先が、ぬるりと滑り、蜜口の奥へと差し込まれた。

「あ……ひぁ……っ！」

「うん……やはり狭いな……」

　なるべく傷つけたくない、と確かめるようにディートフリートが指を動かした。タリサの身体の内側の違和感は大きく、苦しさに大きく喘いだ。

「く……ぅっ」

　そうしていると、ゆっくりと指が抜かれ、それだけでタリサはぐったりとしてしまう。

　ディートフリートが身体を起こし、タリサを見つめる。

「陛下……？」

「あまり無理はさせたくない」

「え……？」

　タリサがあわてて身体を起こそうとするとディートフリートに遮られた。

「焦ることはないのだ、タリサ。今宵はこうして慣らすだけでもよい。近いうちにそれほど無理なく想いは遂げられよう」

　近いうち……その言葉に思わずタリサは反応していた。

「や……いやです……」

　タリサはディートフリートの胸に顔を寄せる。

「だが、タリサ……」

　抱き寄せられてなだめるように額にくちづけられるが、それでも、タリサはあきらめなかった。

「よいのか？」

　タリサはこくこくとうなずく。

　わかったとばかりに、ディートフリートがタリサの身体をまた寝台に横たわらせた。

「あまり我慢するなよ？」

　タリサは自分で望んだことだからと、自ら脚を開いた。すると、ディートフリートが息をのむ気配がして、まだ濡れている秘所に触れられる。

「あ……っ」

　ディートフリートは根気強く、タリサの緊張を解いていった。

　やがて指が二本に増やされ、タリサは息をのんだ。

「……やはりまだ無理ではないか？　これで精一杯だぞ」

「だ、大丈夫……です」

　頑ななタリサにディートフリートがやさしく応える。

「少し動かしてみよう」

「っ！」

　タリサはディートフリートにしがみついた。

「あぁ……っ」

　指が蜜口を掻き回し、奥へと何度も動く度、くちゅくちゅと濡れた音が大きくなっていく。

「随分慣れたようだが……」

「お、お願いします……」

　タリサは懇願した。はしたないと思われてもかまわない。

　そうして、あてがわれたのは、指とは比べものにならないほどのたくましさを持っていた。

「あ……っ」

「こうなったら、私もそれほど自分を抑えられぬかもしれぬ」

「は、はい……っ」

　タリサがうなずくと、意を決したようにぐっと膨らんだ先端が押し込まれた。

「っ！」

　思わず上げそうになった声を抑える。

「……大丈夫か？」

　なんとかうなずくが、ディートフリートのためらいが伝わってくる。

　やさしさがもどかしい。

「ディートフリートさま……っ」

　想いを込めてはじめてその名を呼ぶと、応えるようにディートフリートが腰を進めてきた。

「――っ！」

　引き裂かれるような痛みにタリサは声にならない悲鳴を上げた。

「タリサ」

　腰を引こうとするディートフリートにタリサは懇願した。

「や、やめないで……ください。やめ……ないで……」

　わかった、とディートフリートが少し強引に腰を押しつけてくる。

「ひぁ……」

　ぐっと貫かれ、タリサは声にならない悲鳴を上げた。

「タリサ……わかるか？」

　他の誰でもないディートフリートと身体の奥深くで結ばれたのだと思うと、涙がこぼれる。

「う、うれしい……です……陛下……わたし……陛下を……」

「タリサ……」

　初心うぶなタリサを気遣っていたディートフリートも、我慢ができなくなったようにゆっくりと腰を動かしはじめた。

「あぁんっ」

「言っただろう、もう抑えられないと」

　次第に動きが激しくなり、タリサは夢中でディートフリートにしがみついた。

「あぁ……っ」

「またこんなにも……狂おしく誰かを求める日がくるなど思ってもみなかった」

　荒い吐息まじりに囁かれ、タリサは感極まった。

　なにもかも犠牲にしていい。

　すべてを受け止めたかった。




　これが最初で最後の夜なのだから。
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　夜が明ける前に、タリサは目を覚ました。

　嵐は去ったのか、静かな朝だ。

　ゆっくり首を回すと、ディートフリートの寝顔がすぐそばにあった。

　おだやかな寝息。

　タリサの身体にまわされている腕は重く、ディートフリートが深く眠っている証拠だ。このままいつまでも彼の体温を感じ、その寝顔を眺めていたかった。

　だが、それはできない。

　タリサはそっと寝台から抜け出した。ディートフリートのぬくもりから離れると、なにも身につけていない肩が寒い。床に落ちていたドレスを音を立てないように拾おうとした時だった。

「どこへ行くつもりだ？」

　はっとしてタリサはドレスで身体を隠しながら振り返った。

「陛下」

　寝台の上にディートフリートが身体を起こしていた。

　まったく目を覚ましているなんて気づかなかった。ぐっすりと眠っていると思ったのに。

「あの、嵐が収まったようなので、外の様子を見てこようと」

　咄嗟の方便にディートフリートが首を横に振る。

「タリサ、なんのために私がきたと思っている？　そなたを城へ連れて戻るためだ」

「でも、わたしはもう城へは……」

　タリサは王の傍にいれば国を乱すとまで言われているのだ。

　それに、のこのこと城へ戻ったタリサをあのダニエラ王女が許すはずがない。

「この私が望んでもか？」

　タリサは振り絞るような声で言った。

「どうかお許しを……」

　だから、昨夜あれほどねだったのか、とディートフリートがつぶやいた。

　タリサは胸が刺すように痛んだ。

　たった一度でいいから、ディートフリートに愛されたかった。

　大それたことだとわかっていても。

「わたしのことは……お忘れください」

　昨夜のすべてが、なかったことになってしまうのはとてもつらい。だが、タリサをそばに置いたことをディートフリートは後悔する日が来るかもしれないのだ。

　タリサが俯いたままでいると、ディートフリートが言った。

「そなたもまた私に死ぬほどの苦しみを味わわせるつもりか？」

　タリサはその言葉に息をのんだ。

　過去に愛する者を失ったディートフリートの苦しみを知っていたのに……。

　これ以上は、どうしても断れなかった。




　結果として、タリサは城へは戻らなかった。

　ただ、ディートフリートと離れることもできなかったのだ。

　タリサの懇願をディートフリートが受け入れ、ふたりはひっそりと港の宿屋を後にした。

　そして、その日からタリサは城から馬で四半刻ほど離れた場所にある小さな館で暮らすことになった。

　使用人は、マクダという老婆と、その息子で元兵士のハンスのふたりだけだった。

　マクダはタリサの身の回りの世話をしてくれるが、口数の少ない使用人でなにも詮索してこないし、よく気が利く。ハンスは庭師として庭の手入れや力仕事を担ってくれて頼りになった。

　タリサは自分のことは自分でできたが、ディートフリートがひとりで置いておくことはできないと親子を住み込みで館に寄越してくれたのだ。

　それは、しずかな暮らしだった。

　タリサの毎日は、本を読んだり刺繍をしたり、マクダと料理をして、庭に出てハンスと花の手入れをしたりの繰り返しだ。

　タリサが宿屋から姿を消したことは、すぐにダニエラ王女に知られてしまう、と思っていたが、日々は平穏に続いている。

　思うに、ダニエラ王女の護衛たちは、タリサを逃がしてしまったことを王女に報告しなかったのではないか。

　詳しい事情を知らない彼らにとっては、タリサなど逃がしたところでとるに足らないただの娘でしかない。それよりも自分たちの失態でダニエラの怒りを買うことをおそれ、タリサを船に乗せて遠くの国へ送り届けたことにしたのではないか……そう思っている。

　部下からの報告でしかダニエラはタリサの行方を知る術がないのだから。

　とはいえ、このことが彼女に知れたらと思うと、生きた心地がしない。それでもディートフリートと離れることはできなかった。

「タリサさま、今宵陛下がおいでになるそうです」

「本当に？」

　はい、とマクダがかすかに微笑んだ。

　あまり感情をあらわにしないマクダが笑顔を見せてくれるのはこの時だけだった。

　タリサのいちばんのよろこびに控えめに寄り添ってくれる。

「ご準備なさいませ、タリサさま」

「ええ、ありがとう」

　とはいえ、あわてて用意するようなことはなにもない。

　突然ディートフリートが前触れなく訪れてもいいように、いつも気をつけているからだ。

「庭の薔薇をハンスに切ってもらってお部屋に飾っておいてはいかがです？」

「そうね、そうします。陛下は薔薇がお好きだから」

　早速庭へ行ってハンスに頼んでくる、とタリサは外へ出た。

　タリサは普段ほとんど館を出ることはない。

　そもそも城下から離れた郊外に建つ古い館で、しずかな場所だ。

　庭に出るのも、ほんの一時だけで、なるべく人目につかないように暮らしている。

　少し離れたところに建つ家の者には、良家の令嬢が病の療養で逗留していると話してあると、ハンスが言っていた。

「ハンス、ハンス？」

　裏庭で薪を割っていたハンスが顔を出した。

「ご用でしょうか、タリサさま」

　ハンスは壮年の域に達しながらも、元兵士らしくまだまだ屈強な体つきを誇っている。大振りの斧を軽々と手にしてゆっくりと歩いてきた。

「薪割り中にごめんなさい。お庭の薔薇を少し切ってもらえるとうれしいのだけど」

　薪割りが終わってからでいいから、と言うとハンスがくすっと笑った。

「もっと遠慮なく頼まれていいのですよ、タリサさま」

「でも、お願いするのだから……」

　薔薇を切るくらいタリサは自分でできるのだが、マクダから棘で指先を傷つけてはいけないと禁じられていた。

「では、どの薔薇にいたしましょうか」

　薔薇が咲いている庭へ向かいながらハンスが尋ねる。

「陛下は、淡い色の薔薇がお好きなの」

「ちょうどよかった。あの薔薇は、いま見頃ですからね」

　ハンスの言うとおり、薔薇はこの日を待っていたかのように美しく咲き誇っていた。

「もう少し切りましょうか？」

　タリサの持つ籠にはまだ数本の薔薇しか入っていない。

「ありがとう。でも、もうこれくらいでいいわ」

　ディートフリートは何事も控えめなものを好む。

　たくさんの薔薇よりも、たった一輪の薔薇を。

「一輪ずつ、お部屋に飾ると素敵だと思わない？」

　ハンスがうなずき、タリサは浮き立つ心を抑えながら館にもどった。




　館の二階の窓から月の光に照らされた道に馬に乗ったディートフリートの影が横切るのを見つけ、タリサはほっとした。

　今夜もきてくれた、と。

　心が浮き立ち、いますぐにでも駆け出したいが、あらためて礼儀作法を身につけるようにしているタリサは、マクダに呼ばれるまでじっと待つ。

　ディートフリートは、夜になり政務が終わってから自室に引き上げたと見せかけ、タリサのもとへ忍んでくる。誰の目にもつかないように、口の堅い従者をひとりだけ連れて。

　国王が人目をはばかるのも、すべてタリサの存在を知られぬようにだった。

　そのために、ディートフリートは細心の注意を払ってくれていた。

　ようやくマクダがディートフリートのおとないを告げ、タリサを呼んだ。

　部屋を出る前にもう一度鏡を見て、微笑んでみてから玄関へと続く階段へと向かう。

「陛下、お待ちしておりました」

「タリサ」

　タリサが階段を下りていく頃、すでにマクダは姿を消していた。玄関ホールにはディートフリートだけだ。

「少し遅くなった、すまぬ」

　ディートフリートが腕を伸ばしてきて、タリサを抱き寄せる。

「心配したか？」

　もしかしたら、急な用でディートフリートが訪ねてこないかも。それはいつもタリサの胸にある不安だ。

「いいえ、そんなことありません」

　タリサが微笑むと、ディートフリートの手が顎にかかった。そのまま上向かされてくちづけられる。それ以上言葉を交わす必要はないとばかりに、熱いくちづけがしばし続いた。

「このまま部屋に連れていきたい」

　耳元で囁かれ、タリサはうっとりと答えた。

「御酒と……料理を用意していますのに？」

「それは後でいい。私が欲しいのは、タリサだけだ」

　そうして、またディートフリートがタリサのくちびるを塞ぐ。こうすれば、すぐにタリサの身体の力が抜け、抱き上げても抗えないのを知っているから。

　ディートフリートの膝の上でタリサは甘いため息を漏らした。

　ゆっくりと自ら腰を下ろしディートフリートの昂ぶりを身体の奥におさめたからだ。

「あ……ん……っ」

　ふたりきりの寝室にはすでに親密な時が流れていた。

　いつも、寝室に入るなり、いささか性急にディートフリートに身体を開かされ貫かれる。だが、タリサにとってそのディートフリートの振る舞いはこれ以上ないよろこびだった。

　彼もタリサとの逢瀬を待ち望んでくれている。

　そうして会えないでいた間を埋めるようにしてお互いを確かめ合い、それからディートフリートはゆっくりと時間をかけてタリサを愛撫して泣かせるのだ。

　お互いの身体に溺れ、時間を忘れて愛し合う。

「まだだ……タリサ……もっとこうしていてくれ……」

　ディートフリートの昂ぶりを飲み込んだタリサの身体は、じっとしているのはもどかしいとばかりに腰が動いてしまう。

「で、でしたら……そんなにしては……」

　ディートフリートが弄んでいたタリサのふくらみをすくい上げるようにしてその先端を口に含んだ。

「ん……いけません……あ……」

　さんざん愛撫され、敏感になった先端を強く吸われてはさらに腰が揺れてしまう。

「あぁ……だめ……」

　タリサが身を捩ると、膝に抱えられたままディートフリートに押し倒された。

「ひぁ……んっ」

　すぐに激しく奥まで突き上げられタリサは高い声を上げる。

「陛下……あぁ……っ」

　膝を抱え上げられて、想いの丈が身体のいちばん奥深くに打ち付けられる。何度も繰り返される激しい穿ちに、タリサは耐えられず絶頂の波に攫われた。

「――――っ！」

　びくびくと震えるタリサの身体を抱きしめたディートフリートも渦巻いていた欲望を解き放った。

「タリサ……っ」

　溶け合うようだと、タリサはぼんやり思い、身体を重ねてきたディートフリートの背中に腕をまわした。




　夜も更けて、気怠い微睡みの中、タリサはディートフリートの腕の中にいるしあわせを何度も噛みしめる。

「タリサ、やはり城へ戻る気はないか？　私はこうしてそなたを毎晩腕に抱いて眠りたい」

　多忙なディートフリートがこの館を訪れるのは、五日に一度くらいの頻度だ。次の日も一日一緒にいられることもあるが、それは極まれだった。

　タリサは身体を起こし、ディートフリートの額にかかる髪をそっと払って微笑んだ。

「わたしはいまのままで十分しあわせです」

「しかし……」

　愛人のように館に住まわせ、人目を避けてひとり逢瀬を待つだけのタリサを、ディートフリートは不憫に思ってくれている。

　だが、タリサはそれで十分だった。これ以上、なにも望んではいけないのだ。

　普段から常にダニエラの影が脳裏にちらつく。

　このおだやかな暮らしがいつまでも続いていくのか、不安だった。

　どんなきっかけでタリサがこうしていることがダニエラの耳に入るかわからないのだから。

　暗い表情をしていたのだろう、ディートフリートの手がタリサの頬に触れた。

「明後日、私は王都から南のカヌール地方を回る視察に出ることにしている」

「カヌール地方に？」

　カヌールは、王都から馬で三日ほどかかる場所だ。隣国との国境近くの山脈に添っていくつもの湖が点在する湖水地方で、美しい土地だと聞いたことがある。

「……でしたら、しばらくここにはおいでいただけないということですか？」

「半月はそなたのもとへ来ることはできないだろうな」

　ぎゅっと胸が締めつけられるように苦しくなり、タリサは思わず黙りこくってしまった。すると、そんなタリサをディートフリートが抱き寄せた。

「案ずるな、タリサ。そんなことは私も耐えられない」

「ですが……」

　国王としての務めなのだから、仕方がない。そう思わなければ、と。

「だから、タリサもカヌールへくるといい」

　一緒に連れていくことはできないが、とディートフリートは残念そうに言った。

「そんなことが……」

　許されるのだろうか？

　この館から出れば、タリサのことが誰かに知られてしまう危険がある。だが、ディートフリートは言った。

「私とは別の道を行き、カヌールで落ち合えばいい」

　旅の供はハンスだけになるが、あの男ならばタリサを目立たせず無事カヌールまで送り届けてくれる、と。

「そもそもカヌールにそなたの顔がわかるものはいないだろう？」

　そう言われて、タリサは思いきってカヌール行きを決めたのだった。
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　隠れるように館で暮らしていたタリサにとって、カヌールへの旅は正直心が晴れた。

　ハンスが操る馬車に乗り、のんびりとした旅だ。

　しかも、王都から離れることによって、ダニエラ王女に知られる心配も遠ざかったような気がして、絶えず胸にあった重圧が少し軽くなった。

　目立たぬように注意はしたが、王都を離れてしまえば道中はのどかで、人目を気にする必要はそれほどなかった。

　タリサは、途中馬車から降りて風景を楽しんだり、行き交う荷馬車からりんごを買って味わったりと旅を満喫した。

「マクダも連れてきてあげればよかったわ」

　風光明媚な景色を見ていると、館で待つマクダのことが思い出された。

「いえ、母の年老いた身体に旅はもう無理ですから」

　ハンスは馬を休ませて水を飲ませながらタリサに言った。

「そうね、いつも元気にしているけど、こんな何日もかかる旅はさすがに身体に堪えるでしょうね」

　気丈に館のことを取り仕切っているマクダだが、ハンスの言うとおりもうあまり無理のできる身体ではない。

「だったら、なにかお土産を買って帰ってあげたらいいわね」

「タリサさま、我々、使用人にそんなお気遣いは無用ですよ」

「使用人だなんて……あなたたち親子には本当に感謝しているわ」

　マクダとハンスのことは、家族のように思っている。

　そう言うと、ふたりがとても恐縮するので滅多に口には出さないようにしているけれど。

「そろそろ参りましょう、タリサさま。次の宿まであともう少しですから」

　そうして、王都から二度、宿場町の宿屋に泊まり、ついにタリサはカヌールでいちばん大きな街へ辿り着いた。

「タリサさま、陛下は昨日からあの丘の離宮に滞在されています」

　馬車の窓から顔を出すと、大きな湖を見下ろすように建てられた離宮が見えた。ディートフリートはタリサに離宮へくるよう申しつけていたが、国王が滞在しているということは、他にも多くの護衛の騎士や従者などがいるはずだ。

「そんなところにわたしが行って大丈夫なの？」

　ハンスが力強くうなずく。

「大丈夫です、タリサさま。すでに手筈は整っています」

「手筈？」

　不安に思いながらも、タリサは門を馬車でくぐり、目立たぬように離宮に足を踏み入れた。




　離宮は、カヌールの地を気に入った数代前の国王が避暑のために建てた、と言われているが、それは表向きの理由で、実際は隣国の様子に不穏な気配があった時に建てられた軍事用の拠点だった。だから見通しのいい丘の上に建っているらしい。

　ディートフリートと共に騎士、従者たちは視察へ出ていて、いま離宮に残っているのは、この地で雇われている使用人だけらしい。

　ハンスに付き添われ、離宮の奥まった部屋へタリサは向かった。

　その部屋で、ディートフリートの帰りを待つのだと言われて。

　扉の前でハンスと別れ、タリサは旅の疲れを少し感じながら部屋へ入ると、そこに思いがけない姿があった。

「ネリー!?」

「タリサさま……っ！」

　部屋に控えていたのは、あの侍女のネリーだった。

「どうしてここに？」

　驚きながらもふたりは手を取り合い、しばし信じられない思いでお互いの顔を見つめた。ネリーの眦には健気にも涙が光っている。

「急にお姿を消されて心配しました、タリサさま。ずっと、どうしていらっしゃるかと……」

　ついに感極まってネリーはおいおい泣き出してしまった。

「ごめんなさい、ネリー。ごめんなさい……」

　タリサもネリーを抱きしめて頬を涙で濡らす。

　ようやく落ち着いてネリーから話を聞き、タリサは驚いた。

「お母さまがご病気に？」

「はい、少し前に倒れたと連絡が来まして……」

　タリサがひっそりと王城から姿を消してすぐ、ネリーのもとに故郷から母親が倒れたと知らせが届いたらしい。

　しかも、ネリーは親類の伝手を頼って城に仕えはじめてまだ一年ほどで、それくらいの侍女はこんな場合でも休みを許されることはあまりないらしい。

「でも、私はタリサさまによくお仕えしたということで、特別にお休みをいただいて故郷に帰れました」

　それがここカヌールの地だということだった。

「でも、帰ってみたら母の病状は軽いもので、あっという間に元気になったのです」

「よかったわね」

　なによりだとタリサはほっとした。

「それで、王城へもどるために支度をしていたところ、国王陛下のお召しを受け、この離宮でタリサさまをお待ちしていたのです」

「そうだったの」

　ディートフリートの計らいにタリサは胸が熱くなった。

　彼は、以前タリサがネリーはどうしているか気にかけていると話したことを憶えていてくれたのだ。

「あの、タリサさま、いまは陛下のもとでお暮らしなのですね」

「ええ」

　きっと王城にいたころから、ネリーにはなんとなく気づかれていたのだろう。タリサのディートフリートに対する気持ちを。

「私、王都へ戻ったらまたタリサさまにお仕えしたいです」

「ネリー……」

　思わぬネリーの申し出にタリサは驚いた。

　やさしくて明るいネリーが傍にいてくれたらどんなに心が慰められるだろう。なにより彼女は年齢も近い。マクダに不満はなかったが、彼女は口数が少なくて寂しいと思う時もあった。

「ありがとう。その気持ちだけで十分よ、ネリー」

　やはり、タリサの暮らす館はしずかで使用人もふたりしかいない。若いネリーが働くには寂しすぎる。

　彼女はまだ王城で多くの人に囲まれて、いろいろな経験をした方がいいと思えた。

「タリサさま……」

　しんみりとしてしまったネリーの気分を変えさせるため、タリサは言った。

「ねえ、ネリーはこの地で育ったのでしょう？　いろいろと話を聞かせてくれるとうれしいわ」

「は、はい。なんなりとおたずねください」

　ネリーも明るく期待に応えようとしてくれて、タリサはようやく気持ちが緩んだ。

　だが、口を開いたネリーは、なにかを思い出したように手を叩いた。

「タリサさま、その前に、こちらを……」

　ネリーが大きな箱をタリサの前に持ってくる。

「これは？」

　ネリーは答えず満面の笑みで箱の蓋を取った。

「え……」

　中には、この地方の湖の色のような青いドレスが入っていた。続けてネリーが持ってきた箱には、耳飾りなどの宝飾品がおさめられている。それは、ドレスに合わせるのにぴったりな月長石があしらわれていた。

「このドレス……」

「陛下がタリサさまのためにあつらえてくださったものですよ」

「わたしのために？」

　うれしい、というよりもタリサはとまどった。

「どうして陛下はドレスを？」

　以前、怪我の治療のためにだめにしてしまったドレスの代わりを仕立ててくれるという話をしたことがあったが……。

「今宵、小規模ながら離宮で舞踏会が開かれることになっているのです。陛下から、ぜひこのドレスをお召しになってタリサさまも出席を、とのことです」

　タリサは驚きあわてた。

　耳を疑うとはこのことだ。

「わ、わたしが？　なにかの間違いでしょう？」

　タリサは舞踏会など目立つ場所で人前に出られる身ではないのだ。

　そんなタリサにネリーが心配ない、と微笑む。

「大丈夫ですよ、タリサさま。これを開けてご覧ください」

　そう言ってネリーが箱を渡してくる。

「え……」

　ドレス、宝飾品ときて、次は一体何が出てくるのか、予想もつかない。

　受け取った箱をおそるおそる開けてみてタリサは声を上げた。

「これは……」

　箱の中には、繊細なレースで作られた仮面が入っていた。




　舞踏会、というほどあらたまったものではない。

　国王を歓迎してこの地を治める領主が開く宴で、それにディートフリートが少し趣向を凝らして欲しいといくつか要望したらしい。

　そのひとつが仮面だった。

　出席するものは、全員仮面をつけて、お互いの素性を尋ねたりせず、思いがけない出会いを楽しむ夜にすること。

　そして、もうひとつは、この辺りの地方貴族の娘を大勢招待することだった。

　領主は、娘たちに国王の目に留まるまたとない機会だととにかく張り切らせた。

　領主にしてみれば、この地方の娘がディートフリートの寵愛を受けることにでもなれば、大きな恩恵が得られると多大な期待を抱いているのだ。

　タリサは仮面をつけて広間に立ったものの、不安と緊張で落ち着かなかった。ディートフリートの要望通り、広間はこれでもかと着飾って様々な仮面をつけた娘たちで賑わっている。

　ネリーの話では、この地方の娘には、タリサによく似た淡い金色の髪の者が多いらしい。だから、タリサが仮面をつけていれば、この辺りの娘の誰かに見える、と。

　確かに、広間を見渡していると似たような背格好の娘が多かったが、だからといって大胆に振る舞えるはずがない。

　なるべく目立たぬよう隅にいるものの、誰かに声をかけられては困る。

　なにしろ娘たちはにぎやかで騒々しかった。

　目立つドレスの娘は、少し離れた他の娘たちの輪にあれこれと陰口を叩かれている。そしてその娘が意気消沈して自分に自信を無くし、泣きながら広間を出ていけば皆でよろこぶのだ。

　ひとりでも競争相手は少ない方がいいとばかりに。

　ただ、幸いなことに娘たちは間もなく登場するとされている国王の関心を買おうと意気込んでいて、隅でおとなしくしているタリサには目もくれない。

　タリサも必要以上に目立つつもりはまったくなかった。

「でも、陛下は一体なにを思って……」

　タリサがつぶやくと、ふと目があった同じ年頃の娘が微笑んで手を振ってきた。

　どきりとしたが、この地に知り合いなどいないのだ。ネリーの言っていたとおり、誰かと間違えているのだろう。

　タリサもぎこちない笑みを浮かべて手を振り返すと、娘は満足そうにうなずいて背を向けて行ってしまった。

　話しかけられなくてよかった、とほっとしたのも束の間、つつ、とまた別の娘がとなりに寄ってきた。

「こんな幸運が巡ってくるなんて、信じられないわよね？」

　脈絡のない話と、あまりに近い距離にタリサはぎょっとしてしまう。

「こ、幸運？」

　いやね、と笑いながら娘に肘で軽く小突かれた。

「こんな王都から離れた田舎に国王陛下がいらして、舞踏会を開かれるのよ？　しかも、大勢の若者たちを、特に娘たちを多く招待するようになんて、こんな幸運なことないでしょう？」

　娘は頬を紅潮させて熱っぽい口調で話を続ける。

「しかも、陛下はお妃さまを迎えないそうだけど、もしかしてってこともあるわよね？　そうじゃなくても一夜のお相手でもいいから選ばれたいわ」

　そうでしょう？　と相づちを求められ、タリサはあわててうなずいた。

　娘の雑談に付き合わされていると、突然広間に歓声が上がった。

「国王陛下よ……！」

　広間への階段を仮面で顔を隠したディートフリートが降りてくる。後ろに騎士や青年貴族を従えていて、誰もが目を奪われる華やかさだ。

　さすがにディートフリートは仮面をつけていても、見間違いようがなかった。

　国王らしく堂々としていて、仮面をしていても、その下の怜悧な美貌を隠し切れていない。

　娘たちはディートフリートを見て礼儀も忘れてきゃあきゃあと黄色い声を上げている。

　しばらく領主の挨拶が続き、それが終わってから音楽が鳴りはじめた。この地方に昔から伝わる若い男女が祭りで出会うための曲らしい。

「さあ、踊りましょう」

　とまどっていると近くにいた娘がタリサの手をとってにっこりと微笑んでくれた。

「え、えっと……」

　足がもつれそうになったタリサに娘が言った。

「やだ、緊張してるの？　大丈夫、ただにこにこしていればいいのよ」

　まずは音楽に合わせ、娘たちが手を繋ぎ踊る。

　それを青年たちが眺めてダンスを申し込む相手を見定めるのだ。

　何も知らないタリサは緊張したが、娘たちの踊りは単純なもので、なにか決まった振り付けがあるわけではなく、音楽にあわせ身体を揺らしていればよかった。

　それよりも、ここはいかに自分の魅力を見せつけるかにかかっていて、タリサと手を繋いでくれている娘も、青年たちにかわいらしく片目を瞑ってみせたりしている。

　きょろきょろしているとふいにディートフリートと目が合い、どきりとした。

　国王がそんなにタリサばかり見つめて誰かに不審に思われたら、と気が気ではない。

「どうしたの？」

　となりの娘に顔をのぞき込まれてタリサは声を上げそうになった。

「な、なんでも、なんでもないわ」

　あわててディートフリートから目を離し、視線を泳がせる。

　青年たちも目当ての娘がいるのだろう、手を振り返したりしているが、娘たちの関心をひときわ集めているのは当然ディートフリートだった。だが、彼は素知らぬ振りでまだタリサに視線を送ってきている。

　ディートフリートに見つめられて、タリサはますます緊張してしまう。彼に見つめられると胸が高鳴るのはいつものことだが、はじめてのことではないのに。

　仮面のせいで、いつもと雰囲気が違うからかもしれない。

　ディートフリートのことはあまり意識しないようにして、懸命に周りに合わせていると、ふいに音楽が終わった。青年たちの拍手が湧き起こり、それに応え娘たちが愛敬を振りまきはじめる。

　なんとかやり過ごすことができたと思い、また目立たぬよう部屋の隅へ移動しようとした時、ひとりの青年が近づいてきた。

「失礼、お嬢さん……」

　手を差し伸べてきた青年をタリサがきょとんとして見返していると、ディートフリートが現れ横から攫うようにタリサを抱き寄せた。

「な……僕が先に……」

　抗議の声を上げた青年は、相手が国王だと気づいてあわてて居住まいを正した。

「悪いが譲ってもらおう」

　ディートフリートが一瞥すると、青年はすごすごと引き下がっていく。辺りがざわつき、娘たちの嫉妬と羨望の視線がタリサに突き刺さる。

　だが、また新しい音楽が鳴りはじめ、娘たちはひとまずダンスの相手を見つけなくては壁の花になってしまうとあわてだした。

　旋律の波に乗るように、男女の二人組が次々と輪になって踊りはじめる。

　タリサもディートフリートに手を引かれ、踊りの流れに加わった。

「陛下」

「なにを驚いている？　他の男と踊るつもりだったのか？」

　そんなわけありません、とタリサは小声で言い返す。

「ですが、こんな大胆なことをなさって……！」

　タリサの訴えを無視し、ディートフリートが楽しそうに囁いた。

「そういえば、そのドレス、とてもよく似合っているな」

「は、はぐらかさないでください」

　そうは言いつつも、着飾った姿を褒められてタリサは頬が熱くなるのを感じた。

「気に入らなかったのか？」

　タリサはあわてて首を横に振った。

「わたしにはもったいないくらい素敵なドレスです、陛下。とてもうれしくて……ありがとうございます。お礼を申し上げるのが遅くなって申し訳ありません」

　こんな大事なことを伝えないでいたなんて、とタリサは自分を恥じた。

「気にしなくていい。礼なら後でふたりきりで聞きたいからな」

「ど、どういう意味……きゃ……っ」

　タリサは話をするのに夢中でつい躓きそうになった。すかさずディートフリートが腰に回した腕に力を込めてタリサを支えてくれると、まわりから悲鳴が上がった。

　タリサははっとしてディートフリートから離れようとした。

　周りの注目がふたりに集まっていることに気づいたのだ。

　だが、そんなことは気にしないとばかりに、ディートフリートがタリサを引き寄せる。

「陛下……っ！」

　これ以上目立つことは避けたかった。

　いくら知り合いがいないとはいえ、このディートフリートの振る舞いには疑問を抱く者もいるだろう。

「あまり目立っては……」

　だからこそだとディートフリートが囁いた。

「私がタリサを失って平然としていれば姉上の疑いが深まるかもしれぬ。だが、こうして王城を離れ、女遊びをしていると思わせることができれば、タリサのことを思いきったのだと安心するに違いない」

　それはそうかもしれない、と思ったが……。

「なんだか釈然としません、わたしは」

　ディートフリートが女遊びをしているなんて、たとえ方便でも気分がよくない。

「妬いているのか？」

　ぐっと腰を引き寄せられ、ディートフリートの顔が間近に迫る。

　それを見ていた周りの娘たちが悲鳴をあげた。

「陛下……っ」

　タリサもまさかこんな人前でくちづけられるわけはないと思ったが、ディートフリートは周りの反応を楽しんでいるように見える。

　はらはらしていると、ふいにディートフリートは足をとめた。

「いつまでもここにいては仮面が邪魔で仕方ない」

　行くぞ、と強引に手を引かれ、タリサはディートフリートに広間から連れ出されてしまう。

　途中、領主がタリサを見て、顔を輝かせながら両手に拳を握りしめていた。残念ながら彼の期待には応えられない。タリサはこのカヌール地方の娘ではないからだ。

　音楽が遠ざかる。

　タリサの手を引いていくディートフリートはいままでに見たことがないほど楽しそうだ。

　離宮の廊下を駆け抜けて、階段を上ると塔のいちばん上に出た。

　夜空が広がり、遠くまで見渡せる場所だ。

　舞踏会が開かれているからか、警備兵は階下へとみんな出払っているようで、誰もいない。

　ようやく息をついてタリサはディートフリートを見た。

「本当に気が気ではありませんでした。わたしは人前に出てはいけない身なのですから」

「タリサ」

　少し咎めるようなディートフリートの声音に、タリサははっとした。

「申し訳ありません、わたし……」

　ディートフリートのせっかくの計らいを無駄にしてしまった、とタリサは背を向けて己の浅慮を恥じた。

「そんなに拗ねずともよい」

　タリサが手を置いていた手すりに、ディートフリートのつけていた仮面がことりと置かれる。

「陛下？」

　振り返ろうとしたタリサは、後ろから抱きしめられた。

「ここまでの旅で危険なことはなかったか？」

「はい、なにも」

　タリサが首だけで振り返るとディートフリートにくちづけられた。

「ん……っ」

　しばらく離れていたことが急に寂しく思い返され、タリサは夢中でディートフリートのくちづけに応えた。

　それは、口の端から唾液が溢れて滴るほど長いくちづけだった。

「ふ……ぅ」

　ようやく満たされた想いにタリサがうっとりとため息をつくと、ディートフリートが言った。

「美しいドレスだが、これは脱がせるのが手間だな」

「え？　なにをおっしゃって……」

　驚いて身を捩るが、ディートフリートが腕の中から逃がすわけがない。

「まさか……陛下……こんなところで……ん」

　これ以上何も言わせないとばかりにまたくちびるが塞がれた。その間に、ディートフリートの手はドレスの裾を引き上げてしまう。

　直に脚に触れてくるディートフリートに、タリサは身体を震わせた。

　やっとくちびるが離れ、くらくらと痺れた頭を振ってタリサは息をつく。

「誰かきたら……！」

「こんな夜にひとりでうろうろしていては、相手が見つからずに終わってしまう。誰も来るわけがない」

　そう言いながらディートフリートが腰を押しつけてきて、脚の間にすでに硬くなった昂ぶりが割り込んできた。

「陛下……そんな……」

　突然こんなところで求められるなんて思っていなかったタリサはうろたえたが、ディートフリートの愛撫に慣らされた身体はあっけなく反応してしまう。

　脚の間をたくましい昂ぶりに擦りあげられて、タリサはびくびくと身体を震わせた。

「だ……だめ……あ……っ」

　何度もそうして擦りあげられている内に、淫らにもとろりと蜜が溢れてきてしまう。

「く……っ」

　タリサは自分のはしたなさに恥ずかしくなり身を固くした。

「どうした、タリサ？　もう待てないということか？」

「ち……違……あっ」

　ディートフリートの脹れあがった先端が、タリサの秘所を割ろうとしてくる。

「ほ、本当に……こんなところで……？」

「私はやっとタリサを抱けるのだから、どんなところでも自分を抑えるつもりはない」

「……っ」

　ディートフリートはタリサの動きを封じ、ゆっくりと確かめるように後ろから腰を進めそのまま昂ぶりを根元までおさめてしまった。

「あぁ……陛下……まさか、こんな……あんっ」

　軽く腰を揺らされると、それ以上なにも言えなくなってしまう。

「どうした、タリサ？」

　大胆な振る舞いに抗議したいが、屋上の手すりを掴むのがやっとだ。

「まさかやめて欲しいわけじゃないだろう？」

　ディートフリートが耳元に囁き、そのまま耳朶にやさしくくちづけられる。

　このまま彼の囁きにだけ従いたくなってしまう。

「で、でも……あぁ……」

　ぐっと奥まで突き上げられると、タリサの声は甘くかすれてしまい、それ以上言葉が続かない。

　ゆっくりと昂ぶりを引き出されると身体が震え、物足りなさに、腰が揺れた。それなのに、ディートフリートは焦らすようにそのまま動きを止めてしまう。

「あ……う……」

　タリサはどうしていいかわからず、身体を捩った。

　恥ずかしさにどうにかなってしまいそうだ。

　それなのに、ディートフリートは、昂ぶりをタリサの中におさめたまま、指先を脚の間に伸ばしてきた。

「あ……だめ……っ」

　脚を閉じようとしてもできるわけがない。

　いちばん敏感な部分をねっとりとかわいがられ、タリサはすぐに達してしまいそうになった。だが、ディートフリートの指は心得ていて、そうなると愉悦を長引かせようと動きを弱めてしまう。

「ひぁ……っ」

　さらに腰を押しつけられて身体が淫らに開かれる。

　焦らされて、いつもより感じてしまったタリサは、心のままに達してしまった。

　身体を何度も震わせていると、ディートフリートが耳元に囁いた。

「……いつもはもっと我慢するだろう？　そんなに寂しかったのか？」

　そんな当たり前のことを聞かないでほしい。タリサが答えられずにいると、ディートフリートが言った。

「私もだ」

「……っ」

　その言葉に胸がいっぱいになって、タリサは息をのんだ。

　そして、ディートフリートが手すりを両手で掴み、激しく腰を打ち付けてきた。

「あっ……あっ……。――っ」

　夜空にタリサの高い声が響いた。

「はぁ……」

　たっぷりと精を注がれ、身体に力の入らなくなったタリサはディートフリートに抱き上げられた。

「……タリサ、これから部屋に行って、この続きをしようと思うがどうする？」

　タリサはディートフリートの胸に顔を寄せ、こくこくと何度もうなずいた。

　こうしてタリサは、大層国王に気に入られ、部屋から三日三晩出してもらえなかった娘がいた、とカヌールの地で噂されてしまうこととなった。




　そして、三日後タリサはディートフリートより一足先にカヌールの地を後にした。

　ハンスと、王城にもどるネリーと共に。
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　カヌールからもどってからしばらくしても、タリサにはあの夜のことが何度も思い出されてしまい、ひとり赤面しては、あわててなにも考えないようにした。

　それ以外にも、カヌールへの旅は新鮮で、タリサにとって大事な思い出となった。

　特に帰り道は、ネリーも一緒だったため、にぎやかだった。人懐っこい彼女はすぐにハンスとも打ち解け、おしゃべりが絶えなかったものだ。

　ただ、ネリーとは王都へ入る前に用心して別れた。

　乗り合いの馬車にネリーが乗れるようハンスが手配してくれて、タリサはそれを陰から見送った。

　もうネリーと会うこともないだろう、と寂しく思いながら。

　そうして、ハンスと館にもどり、またしずかな暮らしがはじまった。ディートフリートの訪れを待つだけの暮らしが。

　もうカヌールの旅を思い出すのはやめよう。

　ため息をついてタリサが読んでいた詩集を閉じた時、突然、階下で大きな物音がした。

「なに？」

　タリサは椅子から立ち上がった。

　耳をすますと、やはりなにか物音がしている。

　マクダは極力物音を立てないよう躾けられた使用人で、こんなことは滅多にない。

「マクダ？」

　部屋の扉を開けると、遠くで言い争う声が聞こえてきて、タリサは階下へ急ごうとした。なにかあったのであれば、マクダを助けなくては。

「な、なりません。どうかお引き取りを！」

　緊迫した声は、ただ事ではない。

「ひいいいいっ」

　マクダの悲鳴が聞こえ、なにかが倒れる大きな音がした。

　不穏な気配に、タリサも思わず立ちすくんでしまう。

　すると、二階へと階段を上ってくる足音が聞こえてきた、ゆっくり、ゆっくりと。

　階段の踏み板が軋み、壁に人影が映る。少し腰が曲がったマクダではない。もっと長身の……女性だ。

「どこにおる、タリサ……」

　上げかけた悲鳴を飲み込むだけで精一杯だった。逃げだそうにも階段はひとつで出口はない。そうしていると、階段を上りきった人影が姿を現した。

「ダ、ダニエラさま……っ」

　姿を現した突然の闖入者はダニエラだった。

　ついにおそれていたこの日が来てしまったのだ。

「……ようも私を謀ってくれたな、タリサ」

　マクダともみ合ったのか、髪を振り乱し凄まじい形相のダニエラに、真っ向から睨めつけられてタリサは震え上がった。

「わ、わたしは……」

　あまりの恐怖に、声が声にならない。

「どうりであれから弟がいつもと変わらず過ごしているように見えたわ……そなたを失えば、さぞ落胆すると思っていたからな。はじめは、その程度の娘だったのだと思っていたが……なるほど、このようなところに密かに囲っていたとはな」

　また一歩、ダニエラが近づいてきて、タリサは部屋の中へ後退った。

「まんまと私の裏をかいたとほくそ笑んでいたことであろうな、タリサ」

「い、いいえ、いいえ！　わたしは……っ」

　ダニエラがそばにあった花瓶を叩き落とした。

「黙れ、タリサ。まさか言い訳を聞きに来たとでも思っておるまいな」

「お、お許しください」

　タリサは跪いて許しを乞うた。

「ダニエラさま、お願いです。わたしは、もう一生この館から出られなくてもかまわないと思っています。決してダニエラさまのお心を煩わせるような真似は……っ！」

「控えよ！」

　ダニエラが一喝した。

　命令することに慣れた厳しい口調はまさに王女の貫禄だった。

「一生この館から出ぬ、だと？　したが、子ができたらどうする？　王の血を引く子を産めば玉座を望むのが母というもの」

　それはつまり、ダニエラもそうだということになる。

　彼女もディートフリートと同じく王の血を継いでいるのだから。

「こうなってはもはや……」

　ぎくりとしてタリサは顔を上げた。

　怖れていたとおり、ダニエラの手にはナイフが握られている。

「ダニエラさま……っ」

　ダニエラがナイフを構えた。タリサは立ち上がって逃げようとするが、足が震えて力が入らない。

「恨むなら……ディートフリートと出会ってしまったことを恨むがよい」

「……っ！」

　振り下ろされたナイフがなにもかもを終わりにするのだ、と覚悟した時、聞き覚えのない声が響いた。

「おやめください、母上！」

　きつく閉じていた目を開けると、ひとりの少年がタリサとダニエラの間に立ちはだかっていた。

「ヴィクトール！　なぜここに！」

　叫んだダニエラに対し、少年は落ち着いている。彼は、話にしか聞いたことがなかったディートフリートの甥、ダニエラの息子に違いない。

「あんなに血相を変えてお出かけになったのです、心配して追ってきてみればこんなことを」

　ダニエラは手にしていたナイフを身体の後ろに隠すようにした。

「いらぬ心配です、ヴィクトール。こんなところに来てはなりません。先に帰っていなさい」

「いいえ、母上を置いては帰りません。それに、この方は、叔父上の想い人でしょう？」

　少年がタリサを振り返った。

　顔つきはダニエラ王女に似ているが、雰囲気は母親よりも柔和で親しみやすい印象を受ける。

「大丈夫ですか？」

　やさしく声をかけられて、タリサは呆然としながら答えた。

「は、はい……」

　へたり込んでいるタリサにヴィクトールが手を差し伸べてくれる。思わずその手を取ろうとすると、ダニエラが叫んだ。

「タリサ、ヴィクトールに触れるでない！」

　厳しい叱責にヴィクトールが母親を振り返る。

「母上……」

「下がっていなさい、ヴィクトール！　すべてそなたのためなのです！」

　いいえ、とヴィクトールが落ち着いた声で返す。

「なりません、母上。ご自分がなにをしようとなさっているのか、わかっておいでなのですか？」

　そう言われてもダニエラ王女は少しも表情を変えない。

「ヴィクトール、これは子どもが口を出すことではありません」

「僕はもう子どもではありません。自分の立場もわかっています。叔父上は国王です。想う方がおられるのなら、その方と結ばれるべきです。僕は、自分がその妨げになっていると思うと、心苦しい」

　ヴィクトールの言葉にタリサは胸を打たれ、思わず涙が出そうになる。

　だが、もちろんダニエラはまったく取り合わなかった。

「私がそなたの父と結婚したことによって、弟は王の座を守り続けることができたのです！　だから」

　突然、ヴィクトールが母親の言葉を遮るように手で制した。

「お待ちください……なにか階下で物音が……」

　ダニエラ王女が大きくため息をつく。

「あの使用人であろう……」

　そう言い捨てようとしたダニエラに、ヴィクトールが口の前に指を立てて制する。

　タリサにも確かに物音がきこえた。

　しばらく耳をすませていると、階下で重い鋲を打った靴底で床板を踏むような音がいくつも聞こえてくる。

　ダニエラが不安そうに目だけで問いかけてきた。

『あれは、ディートフリートか？』

　タリサはぶるぶると頭を振る。

　なんの前触れもなく彼はこの館を訪ねてきたりしない。

「……っ！」

　親子の顔色が変わった。彼らは賊に心当たりがあるのだ。しかも、彼らが怖れる相手となれば、それは王家の敵しかいない。

　足音を忍ばせ、ダニエラが窓に近づいた。カーテンの陰からそっと外の様子をうかがう。

「あれは……！」

　タリサが目で問うようにダニエラを見つめると、彼女が小声で言った。

「……昔、ディートフリートに反乱を起こした貴族たちの残党だ」

　館の前には武装した者たちがいて、その中に見知った顔がいたという。反乱した貴族たちはその多くが捕らえられ、処罰されたが、逃げ延びた者もいたらしい。その者たちは、いまでも虎視眈々と反旗を掲げる機会をうかがっており、王家を排除しようとしているのだ。

「ぬかったわ……」

　ダニエラは、タリサがまだこの国にいることを知り、逆上して護衛もつけずひとりこの館にやってきてしまっていた。ヴィクトールもまた然りだという。

「僕に母上のことを知らせてきた者がいたのですが……それはもしや、こうして僕たちをおびき出す罠だったのかも……」

　三人は顔を見合わせた。

　反王家の者たちの狙いは、ディートフリートだけではない。

　次の国王とされているヴィクトールでもある。

　国王の愛人の館でダニエラとヴィクトールになにかあれば、ヴィクトール派の貴族が黙ってはいない。

　下手をすればまた内乱となるおそれがあった。

　乱暴に階下を蹂躙しながらタリサたちをさがす音が聞こえる。二階への階段はひとつしかなく、先に二階をさがすと、その間にタリサたちが一階に潜んでいた場合逃げられてしまうと思っているのだろう。

　タリサは音を立てないように気をつけながら扉に鍵をかけ、さらに取っ手につっかえるように椅子を立てかけた。

　気休めかもしれないが、これで少しは時間が稼げるだろう。

　あとできることはと考えたところでタリサははっとした。

「ハンスは……」

　こんなことになっているのに、ハンスはどうしているのか。

　庭師のハンスは元兵士で、有事のためにこの館に住み込んでいるのだ。助けを求めるなら彼しかいない。だが、ダニエラ王女が言いにくそうに口を開いた。

「……あの男はここにきてすぐ、邪魔をしないよう私が厨房の地下貯蔵庫に閉じ込めてきた」

「え？」

　屈強なハンスをどうやって、と思ったが、元兵士の彼が王女であるダニエラに、手荒なことはもちろん、その命令に逆らえるはずがなかった。

「もちろんここを去る時に出してやるつもりでいたが……」

　こんなことになるとは、とダニエラが悔やむ。

　すると、ヴィクトールが手を伸ばし、母親の持っているナイフを取り上げた。

「な……っ」

　タリサとヴィクトールがふたり揃って声を上げようとしたダニエラを制する。

　ヴィクトールが手にしたナイフを確かめ眉を寄せた。

　小さな頼りないナイフ。

　ふいをついて弱い女を傷つけるくらいはできても、賊から三人の身を護れるとは思えない。なのに、ヴィクトールは果敢に言った。

「僕が賊どもを食い止めます。おふたりは逃げてください」

「何を申すのです、ヴィクトール。そなたを残して逃げられるわけがない」

「ですが、母上。このままではみすみす三人とも賊たちの手にかかってしまいます」

　確かに、このままでは三人とも同じ末路を辿ってしまう。

　タリサはヴィクトールに手を差し出した。

「ヴィクトールさま、そのナイフをわたしに」

「え？」

　ヴィクトールがとまどった隙にその手からナイフを奪った。

「タリサ、なにを！」

「ダニエラさま、鞘もわたしにお預けください」

　ナイフを奪ったが、ふたりに危害を加えるつもりなどない、とタリサは手を差し出した。しぶしぶダニエラが持っていた鞘を渡し、タリサはナイフをその鞘に収めドレスの隠しにしまった。

「おふたりは、となりの続き部屋から屋根裏部屋に身をお隠しください。屋根裏への入口は、よく見ないとわからない隠し扉になっています」

　そこで賊があきらめて帰るのを待つようにタリサは言った。

「では、あなたも一緒に……」

　ヴィクトールの申し出にタリサは首を横に振った。

「いいえ、二階に誰もいなければあの男たちは帰らないでしょう。館の中を血眼になってさがすはず。そうなってはいつか見つかってしまいます」

　ダニエラとヴィクトールがしばし顔を見合わせる。

「そなたは、どうするのだ」

「わたしがおふたりを逃がしたとあの男たちに告げます。もうこの館におふたりはいないと」

「そんなこと……！」

　ヴィクトールの言葉をダニエラが遮り、小さな声で絞り出すように言った。

「ここに残ればどうなるか……」

　タリサは強がって微笑んだ。

　無事に済むとは思っていない。だが、ここでこの身に代えてもふたりを守らなくてはならないのは、タリサなのだ。

「ダニエラさま、わたしたち三人がここであの者たちの手にかかれば、誤解から国が乱れることになります。ですから、絶対に誰かが陛下に真相を伝えなくてはならないのです」

　ここでなにがあっても、それはディートフリート派とヴィクトール派の争いではないのだと。

「お願いします」

「タリサ……」

　ダニエラ王女が何か言いたげにタリサを見るが、もうそんな時間はない。

「さあ、お早く」

　タリサは物音を立てないように続き部屋へ行き、屋根裏への扉を開けた。そこには、梯子があって屋根裏部屋へと続いている。

　ためらうふたりを押し込むように促し、隠し扉を閉めた。

　辺りが静かになると、賊たちが階段を上ってくる足音がきこえてきた。

　タリサは手にしたナイフを握りしめる。

　このナイフをヴィクトールから奪ったのは、賊を退けるためではなく、もしもの時に自分の命を絶つためだ。

　ここでタリサの命は終わるだろう。

　ダニエラは、先程ディートフリートと出会ったことを恨め、と言っていたが、後悔はまったく湧いてこなかった。

　続き部屋から自室に戻ると、賊たちが二階の部屋を荒らしている物音がきこえてきた。

　マクダはどうしただろう。

　抵抗しなければ、年老いた使用人にわざわざ危害を加えるとは思えないが、心配だった。

「っ！」

　ついにタリサのいる部屋の扉の取っ手が大きな音を立てた。

　扉が押されてつっかえてある椅子が軋む。

　ガタガタと何度も取っ手が回され、タリサは息をのんだ。

　扉が破られるのは時間の問題だった。

　そうしていると、ついに扉が蹴破られ、荒んだ身なりの男たちが現れた。

「……何者です。許しもなく踏み込んでくるとは不躾にも程があるでしょう」

「ふん、おまえが国王の愛人か？」

　タリサは答えず髭面の男を睨めつけた。

「おい、ダニエラ王女とその息子はどこだ」

　タリサはことさら冷静に答える。

「なんのことでしょう？」

「とぼけんじゃねえぞ！」

　男が床に倒れていた椅子を蹴り飛ばす。

「っ！」

　タリサが咄嗟に顔を背けると、椅子はすぐそばの壁に激突して砕け散った。欠片が足元に乾いた音を立てながら転がってきたのをタリサは見つめる。

　美しい椅子だったのに。

　随分と古いもののようで、繊細な細工と長い時を経た木の風合いをタリサはとても気に入っていた。

　椅子の欠片を見ていると、突然嵐のようにやってきて、すべてを踏みにじっていこうとする男たちに無性に腹が立った。

「あなたたち、ダニエラさまとヴィクトールさまがいつまでもこの館におられると思っているのですか？」

　タリサは髭面の男を真っ正面から見据えた。

「なんだと？」

　男が一歩タリサの方へ踏み出してくる。

「この館のまわりを調べたが出口はひとつしかねえ。俺たちはずっと見張ってたんだからよ、王女たちが入ってから、誰も出ていってねえ。逃がしたなんてことがあるはずがない」

　男の言葉にタリサはくすりと笑う。

「だったら、気がすむまでこの館の中を捜せばよろしいでしょう。その間にダニエラさまが無事逃げだし、警備兵を寄越してくださると思いますけど」

　タリサは警備兵たちがもうそこまできているのではないか、という素振りで窓を見た。

「ぐずぐずしていると、困ったことになるのではありませんか？」

「この愛人ごときが！」

　頬を思い切り打たれ、タリサは床に倒れた。

「う……」

　男が目配せすると、仲間が部屋から出て行き、他の部屋の扉が次々開く音が聞こえてきた。

　胸が不安で激しく脈打つ。

　タリサは必死で願った。

　どうか屋根裏への扉が見つかりませんように……！

　衝撃で頭がふらつき、すぐに立てないでいると、男に髪を掴まれた。

「ずいぶんなめた女だな」

　タリサは怯えた様子など見せてなるものか、と気丈に男を見返す。

「おい、二階には誰もいないぞ」

　仲間の報告に、男が舌打ちをして、さらに強くタリサの髪を掴んで引いた。

「あのふたりをどこから逃がした？」

「……っ」

　タリサは無言で男を睨めつける。

「きゃあ……っ」

　後ろ手に腕を捻り上げられてタリサは悲鳴を上げた。矢傷は治ったとはいえ、まだ無理な力が加わると痛む。

「おら、はやく言え。言わねえと……」

　男の手がドレスの胸元に伸びてきてタリサは息をのんだ。身を捩って逃れようとして、また腕を捻り上げられる。

「……っ！」

　あまりの痛みに声も出なかった。

「なんだ、随分痛がるな？　怪我でもしてんのか？」

　下卑た笑いを浮かべながら、男がドレスを引き剥がそうとしてくる。タリサはドレスの隠しに手を伸ばそうとするが……。

「おいおい、いたぶっている間に王女に逃げられるぞ」

　こんな好機を逃すわけにはいかない、と仲間の男は苛立ったような口調でぼやく。髭面の男は忌々しそうにドレスに伸ばしていた手を引き、気を取りなおしたように言った。

「おい、これで最後だ。王女たちをどう逃がした？」

　タリサが答えないでいると、また腕が捻り上げられる。タリサはついに耐えられなくなって口を割った。

「一階の……厨……房の貯蔵庫に……隠し通路が……」

　男が背後の仲間を振り返る。

「そんなもんあったか？」

　仲間の男が少し考えるような素振りの後、首を捻った。

「厨房はワインの棚しか見なかったぜ。あんなところに王女たちがいるわけがねぇからな」

　そもそも隠し通路なんてもんがあるのか？　と言う仲間に男が答えた。

「国王がしょっちゅう滞在するんだ、用心のためにあってもおかしくねぇ」

　髭面の男が立ち上がる。

「だったら、あの王女の足ならまだそんな遠くに行ってないだろう。追うぞ」

　仲間がうなずき、先に部屋から出ていくのを見て、男が毒づいた。タリサを辱める機会を失ったことがよほど残念らしい。

「おら、案内しろ」

　タリサは無理矢理男に引き起こされた。

　小突かれながら歩かされ、何度かふらつきながら階段を下りると、階下はひどい有様になっていた。

　マクダが毎日鏡のように磨いていた床も、汚れた靴で踏み荒らされ泥だらけになっている。

　そのマクダの姿は見当たらない。

「おい、なにきょろきょろしてんだ。変な真似しやがったら、今度こそ酷い目に遭わせるからな」

　そう脅され、厨房に行くと、床には空になったワインの瓶がゴロゴロと転がっていた。

　貯蔵庫の扉は開いていたが、中は薄暗く、食料品の置いてある棚が並んでいるその先にももうひとつ扉があることを、男たちは手前の食料品を荒らしただけで満足してしまい気づかなかったのだろう。

「狭いな、おまえはそこで待ってろ」

　髭面の男が入口に仲間を残し、タリサの案内で奥まで進むと、そこに扉が見えた。

「これか……」

　扉には閂が下ろされている。

　横木に鉄の輪がついていて、それを引くと開くようになっているのだ。

「なるほど、それらしいな」

　男が鉄の輪に手をかけた時、タリサは叫んだ。

「いまから追っても無駄よ！　ダニエラさまたちはすでに隠し通路から出て安全なところに向かっているはずだわ。あなたたちみたいな男の足でももう追いつかない。まさかひとりで隠し通路に入るつもりなの？　この先は迷路みたいになっているのよ。知らない者がひとりで入ったら迷って出てこられなくなるわ！」

　タリサは出せる限りの大声で叫んだ。

「うるせえ、黙れ！」

「きゃあ！」

　男に突き飛ばされ、タリサは壁にひどく身体を打ち付けた。その間に男が閂を外し、扉を開ける。

　奥はなにも見えないほど暗く、うっすらと黴くさい風が流れ出してきた。

「真っ暗だな……おい、蝋燭を……」

　男が後ろを振り返った瞬間、暗闇からハンスが躍り出てきた。

「ハンス！」

　ハンスは貯蔵庫の天井に吊してあった干し肉の塊で男の横面を殴りつけた。

　ふいをつかれた男は吹き飛び、食料品の棚に突っ込む。すかさずハンスは倒れた男の持っていた剣を奪い取り、その柄を男の首筋に叩き込んだ。

「タリサさま！　ご無事で」

「ハンス！」

　ハンスがタリサに後ろに下がるよう言い、剣を手に厨房へと向かった。すぐに賊たちと戦いになり、厨房は騒然とした。

　ハンスは元兵士として勇猛果敢に戦ったが、あまりにも多勢に無勢すぎる。

　ついに、賊の剣がハンスの脇腹を抉り、そのまま彼は床に倒れた。

「きゃああ、ハンス！」

　ハンスに駆け寄ろうとしたタリサの髪を、後ろから武骨な手が掴んだ。

「っ！」

　振り返ると、髭面の男が憤怒の表情で立っていた。

「この女……」

　男の手に張り倒され、タリサは目の前が真っ暗になった。

　棚に倒れかかってはっと気づくと、男が横を通り過ぎ、ハンスに近づいていくのが見えた。

「や、やめて！」

　髭面の男が首の後ろをさすりながら床に倒れるハンスの横に落ちている剣を拾い上げた。そして、そのままハンスの身体を力任せに蹴り飛ばす。

「この野郎……っ」

　タリサはハンスを庇おうとして男の腕に取りすがったが、振り払われた。

「やめて！　お願い！　ハンス！」

　タリサの悲痛な声にハンスがうっすらと閉じていた目を開けた。

「タ……」

　ハンスが伸ばした手をタリサがとろうとした時、声が上がった。

「おい、隠し通路なんてねえぞ！」

　貯蔵庫へ入っていった仲間の男が叫ぶ。

「なんだと？」

　ハンスに剣を振り下ろそうとしていた男が手を止めた。

「……だったら、やっぱり王女たちはこの館から出てねえってことになるな、なあ？」

　男の視線がタリサを捕らえる。

「でも、どこにもいなかったぜ？」

　仲間の言葉に髭面の男がタリサから目を離さずに顎を撫でた。

「どこかにいるんだ……隠れてな」

　動悸が激しくなり、絶体絶命の恐怖に叫びだしてしまいそうになる。

「おい、よくも騙しやがったな。王女たちはどこにいる？」

　問いには答えず、タリサは必死で考えを巡らせた。

　このままでは、ダニエラとヴィクトールの命が危ない。

「さっきは俺たちを罠にはめようとしてペラペラしゃべったってことだよなあ？」

　男がタリサの顔を間近で睨みつけてくる。怒りに燃える目を、タリサも負けじと見返していると男の背後から声がかかった。

「まだ見つからないのか」

　髭面の男がはっと振り返る。集まってきているならず者たちの後ろから、ひとりの男が進み出てきた。

「すんません。でも、まだこの館にいるのは確かです」

　疑わしそうな顔をした男は、痩せてはいるが身なりもよく、他の者とは雰囲気が違っている。

「あまり時間をかけるな。もう長居は無用だ。さっさと、王女たちを始末しろ」

「わかってますよ」

　どうやらならず者を率いているのは、この痩せた男のようだ。もしかしたら、ダニエラが窓からその姿を確認した反乱貴族の生き残りなのかもしれない。

「おい、聞いたか？　さっさと居場所を吐いてもらうぞ……こい」

　隣の部屋に連れていかれ、タリサは声を上げた。

「マクダ……！」

　仲間の男から首筋に短剣を突きつけられた格好で、マクダがタリサの前に進み出てくる。憔悴しきってはいるが、怪我はないようだ。それでも、ほっとしていられる状況ではない。

「さあ、こいつの命が惜しかったら、王女たちの居場所を言うんだな」

　マクダが顔を上げ、掠れた声で叫んだ。

「な、なりません、タリサさま！」

「黙れ！」

　恫喝され、マクダが怯む。

「この婆だけじゃない。あの貯蔵庫から出てきた男の命もかかっていると思えよ？」

　もっとももう死にそうだけどな、という言葉に、はっとしてマクダが髭面の男を見るが、すぐにあきらめたように俯いた。マクダは、自分たち親子がもう助からないと覚悟しているのだ。

　どうすれば……どうすれば……。

　動揺するタリサの顔を、男は面白そうにニヤニヤと見ている。その下卑た表情に、タリサはなぜこんな面倒なことをせず自分たちで館の中に隠れるダニエラたちを捜さないのか気づいた。

　これはタリサのたくらみに引っかかってしまったことに対するこの男の意趣返しなのだ。男は、絶望するタリサの様子を眺めて楽しんでいる。

「さあ、どうする？　まずはひとり、どうなるか見たいのか？」

　そう言いながら髭面の男が仲間に指示し、マクダに突きつけた短剣をさらに肌に食い込ませようとする。

「やめて！」

　ここでマクダたち親子を犠牲にしたとしても、ダニエラたち親子が見つかるのは時間の問題だ。

　それでも、どちらかを選ぶなんてできない。

　その時、突然館の外で馬がいななくのが聞こえた。

「……なんだ？」

　男が顎をしゃくると、仲間がふたり外の様子を見にいった。

　それからしばらく経っても辺りは静まり返ったままで、仲間ももどってこない。

「なぜ、もどってこない？」

　もう一度様子を見にいくよう男が言うと、仲間の男たちが不安そうに顔を見合わせた。なにかが館の外で起こったとしか思えないからだろう。

　タリサは、もしやディートフリートが？　と期待したが、まだ陽が暮れはじめたばかりで、彼はこんな時間に、ましてや突然訪れることはない。

「さっさと行ってこい、この野郎！」

　痺れを切らした男が怒鳴り、またふたり仲間が外へ出ていった。

「おい、どうなっている。まさかまずいことになっているんじゃないだろうな」

　反乱貴族が苛立った口調で男を問い詰める。

「大丈夫でさ。なにかあっても、この女がいます」

　貴族の男が侮蔑を込めた眼差しでタリサを見る。

「穢らわしい、王の愛人か」

　ふいに貴族の男が手を伸ばし、タリサの顎を掴んで自分の方に向けさせた。

「ほう、あの女に似ているかと思ったが、そうでもないな。それなのに、どうやって十年も女をそばに寄せ付けなかった王をたぶらかした？」

「……あの女？」

　タリサが問い返すと男がにやりとする。

「知らんのか、十年前に死んだ王の婚約者だ。そして……」

　男はタリサを眺めながら勿体ぶって言った。

「私がこの手で射殺した女だ」

「な……っ！」

　タリサは愕然として、男をまじまじと見る。

　この目の前にいる男が、ディートフリートの婚約者だったニーナを……。

　まさか十年もの間、そんな男が逃げ延びていたなんて、タリサはそこまで知らなかったのだ。

　あまりのことに言葉をなくしているタリサに、再び男が口を開いた。

「あの女が目の前で死んだ時の王の顔……今でも憶えているぞ。それはそれは傑作だった。十年、長かったが、待ってみるものだな。再びこのような機会に恵まれるのだから」

　そう、と男は続けた。

「私は、また王の大事な女を殺すことになるのだ」

「っ！」

　タリサは信じられない思いで男を見た。

　ここにディートフリートがいれば、なんとするだろう。

　何もできない自分がもどかしかった。

　それから、またしばらく経ったがもどってくる仲間はいない。

　さすがに男たちは落ち着きをなくしていた。

「どうするんだ？」

　髭面の男が少し考えてから言った。

「とりあえず二階へ」

「二階？　二階になんて行ったら、もう逃げ場がないぞ！」

　貴族の男が大声で怒鳴ってから、はっと我に返ったように言った。

「まさか、王が……きているのか？」

「わかりませんね。もしかしたら、王女たちを供の者たちがさがしにきたのかも……」

　あり得る話だった。

　どうかそうであってほしいと、タリサは祈る。

「とにかくいまは二階へ行きやしょうぜ、ここに居ちゃまずい。おい、その婆にもう用はない。放っておけ」

　そう言われた仲間がマクダを突き飛ばした。

　髭面の男が近づいてきて、咄嗟に逃げようとしたタリサの腕を掴んで捻り上げる。

「痛っ……う……」

　矢を受けた方の肩が痛み、男の手を振りほどくこともできない。それでも、マクダを見ると、彼女は壁にしたたか身体をぶつけ、そのまま気を失ってしまったようだ。

「さあ、おとなしくついてこい」

　厨房のとなりの食堂から、二階へ行くため階段のある玄関ホールに足を踏み入れた髭面の男が、立ち止まった。

「……なんだ？」

　室内は荒れに荒れているが、男たちがやったもので驚くようなことではないはず。だが、男は何かを警戒している。

　緊張からか、掴まれている腕に力が込められ、タリサは呻いた。

「は、離して……っ」

　タリサが腕を振りほどこうと身を捩り、男の警戒がほんの一瞬緩んだ隙だった。

「うおおおお！」

　ハンスの叫び声がして、髭面の男を背後から殴り飛ばした。

「ぐ……っ」

　男が吹っ飛び、タリサは投げ出されるようにして床に倒れた。タリサが自由になったのを見て、ハンスが髭面の男を剣で斬り倒した。

「タリサ！」

　タリサは耳を疑った。

　厨房の扉の陰から現れたのは、ディートフリートだったからだ。

「陛下！　あぶない！」

　タリサに手を伸ばそうとしたディートフリートに、残っていた賊のひとりが剣で斬りかかった。だが、ディートフリートはすんでのところで身を躱し、鮮やかに賊を一刀のもと斬り捨てた。

　そして、敵は反乱貴族の男だけになった。

　ディートフリートが男に剣を突きつける。

「なぜここに……！」

　男が低く唸るように言うと、ディートフリートが答えた。

「再び事をなそうと姿を現したのが運の尽きだったな。おまえの動きはずっと探らせていた。私が一日足りとておまえのことを忘れるとでも思ったか？　ボレル伯爵……いや、元伯爵だったな」

　ボレル元伯爵と呼ばれた男がその言葉を鼻で笑った。

「もうすぐ私はすべてを取り戻す。いや、それ以上のものをな」

「やってみるがいい。今度こそ、私はおまえの息の根を止める」

　ふたりが剣を手に、じりじりと間合いを計りながら睨み合う。

　タリサはその様子をただはらはらとしながら見守るしかできない。そうしているとハンスの声が聞こえた。

「タリサさま……危ないですから、こちらに……」

　見ると、ハンスが危なげな足取りで、タリサに近づいてきた。

「ハンス！」

　あと少しのところでハンスがよろめき、脇腹を押さえて膝をついたのを、ボレルは見逃さなかった。跳ぶように素早くタリサの方へ向かって駆け出す。

「タリサ！」

　ディートフリートが手を伸ばし、タリサもその手をとろうとしたが、足がもつれて倒れてしまった。

　ボレルがディートフリートより先に、乱暴にタリサの腕を掴み、引き立たせると勝ち誇ったように叫ぶ。

「王よ、やはりこれが宿命なのだ！」

　ぐっとタリサの首にボレル元伯爵の腕が回された。

「おまえが大事に想う女は、私が必ず殺す！」

　ボレルは事態が好転したことに興奮し、ディートフリートのことしか見ていない。今だと思った。

　タリサはドレスの隠しから取り出したナイフで思い切りボレルの腕を突き刺した。

「ぐぉっ！」

　ふいをつかれたボレルは、怯んで腕を振り、思わずタリサを手放してしまった。

「タリサ！」

　剣を構えながらこちらに向かってくるディートフリートを見て、タリサは床に伏せた。

「ま、待てっ！」

　ボレルの手が再びタリサを掴もうとするが、届かない。タリサの身体の上を越えてディートフリートが突き進む。

　起き上がって振り返ると、ディートフリートの剣が深々とボレルの胸を貫いていた。

「ぐ……う……馬鹿な……」

　目を剥いたボレルの体が傾ぎ、ディートフリートが剣を引くと、支えのなくなった人形のようにそのまま床に崩れ落ちた。しずかに広がる血溜まりが、ボレルの絶命を告げる。

「……ニーナの仇だ」

　長かった……とディートフリートがつぶやき、しばし男の骸を見つめながら立ちつくしていた。とても声をかけることができずに、タリサはただその背中を見つめるしかなかった。

　ディートフリートがどんな思いでいるのか、推し量ることもできない。

　ただ、いつもいつも、ディートフリートの心には、ニーナへの後悔が拭いきれずにあったに違いなかった。

　そんな傷を抱えて、十年という月日は長すぎる。

「叔父上！」

　ヴィクトールの声がして、ようやくディートフリートが振り返った。騒ぎが収まったことを察して、屋根裏から出てきたのだ。

「無事だったか……」

「はい、なんとか」

　ディートフリートがうなずき、ようやく剣を振ってから鞘に収めた。

「ディートフリート」

　続いてダニエラが現れ、ディートフリートの隣に立った。

「姉上」

　ダニエラが床に倒れているボレル元伯爵に目をやり、言葉もなくディートフリートを見た。

　積年の恨みをようやく果たしたという感慨が、何も言わずとも姉弟の間に重く広がり、消えていく。ふたりの横顔から、タリサはその様子が見てとれた。

「叔父上、僕たちは、こちらのタリサさまに命を救われました」

　はっとしてタリサは一歩下がった。

「ヴィクトールさま……わたしは……そのようにお褒めいただけるような……」

　やはりタリサがここに居ることによってふたりが危険な目にあったのだと思うと申し訳なかった。

「自分を卑下せずともよい、タリサ。そなたの働き立派であった」

「ダニエラさま……」

　ダニエラからの思いがけない言葉にタリサは呆然とした。そして、ふたりが無事だったことに、ようやく安堵の思いがこみ上げてくる。

「叔父上、城へ戻って落ち着いたなら、今後のことを母上と、父上も交えて話をされてはいかがでしょう」

「話？」

　ディートフリートが怪訝そうにすると、横からダニエラが言った。

「それがいいだろう」

　そして、と続ける。

「外に騎士たちを控えさせているのだろう？　私たちは先に戻っていることにする。ディートフリート、タリサを城へ連れてきてやるといい」

「え……」

　驚くタリサに、ダニエラはそのまま何も言わず踵を返し、ヴィクトールを伴って部屋を出ていく。入れ替わりにあわただしく騎士たちが現れ、倒れているハンスや、こと切れているボレルたちを運んでいった。きっととなりの部屋のマクダも助け出されたことだろう。

　そうして、しずかになったところでディートフリートがタリサを見た。

「タリサ」

「陛下、あのボレルという男が……昔……」

　ディートフリートが思い出すのがつらいとばかりに目を伏せる。

「……そうだ。ニーナは私を庇ってその身にボレルの放った矢を受けた。そして、この腕の中で……息絶えたのだ」

　ディートフリートが腕を伸ばし、タリサを抱き寄せた。

「無事で……よかった……」




　タリサはふいに足を止め、あたりを見回した。

「あ、また間違えてまったわ」

　後ろからついてきていたネリーが呆れたように言う。

「やっぱり道を間違えておいでだったのですね。こちらは以前にお使いだったお部屋への道ですよ」

「いやね、つい……」

　そこでタリサははっとした。

「気がついていたのなら、もっとはやくおしえてくれればいいのに」

　振り返るとネリーがくすくすと笑っている。

「さあ、さあ、新しい王妃さまのお部屋はあちらですよ」

　タリサはディートフリートをはじめとする王家の話し合いの結果、城へ迎えられることとなった。ディートフリートの妃として。

　もともとヴィクトールの父であるアーベル侯爵は、あまり政争に興味のない趣味人で、妻ダニエラがタリサを歓迎するのなら、となにも反対はなかった。

　ヴィクトールはそのまま王太子に据え置かれたが、将来王位についても一代限りで、その子どもに継承権は発生しないという条件がついた。

「またこの城で暮らせる日がくるなんて、思わなかったわ」

　タリサはしみじみとつぶやいた。

　新しくタリサに与えられた部屋では、マクダが床を磨き、窓から見える庭でハンスが薔薇を育ててくれている。

　毎朝、これは夢かもしれないと思うくらいしあわせだった。

　部屋に戻り、ネリーの給仕でお茶を飲んでいると、マクダが言った。

「王妃さま、そろそろお時間では？」

「そうね、ありがとう、マクダ」

　タリサは手にしていたカップを置いた。

「迷わないでくださいね」

　ネリーに声をかけられ、はずんだ足取りでタリサがひとり部屋から出ていくのを、皆が見送った。

「タリサ、いま帰った」

「陛下」

　ニワトコの木を見上げていたタリサは、ディートフリートの声に振り返った。

「おかえりなさいませ」

　この庭は、いまや『王妃の庭』と呼ばれているが、以前の陽当たりの悪い寂しい庭となにも変わっていない。

　そして、この庭での国王夫妻の過ごし方も変わっていなかった。

「お疲れのようですね」

「ああ、少し膝を貸してもらおうか」

　タリサがベンチに腰を下ろすと、ディートフリートがその膝に頭を載せた。

「今日はなにをしていたのだ？」

　王が不在の間の城の様子をタリサがあれこれ話していると、ディートフリートの腕が伸びてきた。おしゃべりに夢中だったタリサの頭がそっと引き寄せられる。

　そうして、ふたりは甘いくちづけを交わし、愛の言葉を囁いた。
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